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１ 章
中央区グリ ーンインフラガイド ラインの枠組み

緑や水、 土、 生物などの自然環境は、 ヒート アイラ ンド 現象の緩和、 生物多様性の確保

をはじ めと し た環境面の機能、 都市水害の軽減や災害時の避難地などの防災・ 減災の機能、

良好な景観形成や健康増進・ レクリ エーショ ンの場の提供などの地域振興につながる 機能

をもっています。「 グリ ーンインフ ラ」と は、 緑や水、 土、 生物などの自然環境が持つさ まざ

まな機能を 活用し 、 持続可能で魅⼒ ある地域づく り を 進めるハード・ソ フト 両面の取組です。

本区は、 中央区緑の基本計画（ 平成31（ 2019）年３ 月改定）に基づき、「 ～G reen …p r id e

～ひと が育む緑、 緑から 発信する粋なまち」の計画理念の実現を目指して、 緑の創出や保全・

育成、 普及・ 啓発に取組んでいます。 こ れまでの様々な緑化推進の取組により 、 本区の緑

被面積は、 調査を 開始し た昭和61（ 1986）年度から 増加傾向にあり ます。 一方で、 都市機

能が集中し 、 区内人口の増加が続く と 見込まれる本区では、 緑の量のさ ら なる拡大と 、 都

市環境の改善に向けた緑の質の向上が求めら れます。

そこ で本区は、「 グリ ーンイ ンフ ラ」に着目し 、 本区の江⼾ 以来の文化と 歴史、 都内随一

の水辺空間を はじ めと し た地域の魅⼒ 向上、 ヒート アイ ラ ンド 現象や生物多様性の確保な

どの環境面の課題、 防災・ 減災や地域コ ミ ュ ニティ の醸成などの社会面の課題に対し て、

水と 緑が持つ多様な機能の活用を図り ます。

中央区緑の基本計画に掲げた計画理念の実現に向けて、 区・ 区民・ 事業者などがそれぞ

れの立場から 、 緑地・ 水辺の創出・ 維持管理に当たって、 水と 緑が持つ多様な機能を活用し 、

中央区ならではの地域の魅 向⼒ 上、課題の解決を図るための取組指針と して、「 中央区グリ ー

ンインフ ラガイド ラ イン」を 策定し まし た。

　 はじ めに1
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図 1.1 グリ ーンイ ンフ ラ と は 

中央区なら ではの地域の魅 の向上、 課題の解決に向けて、⼒

「 グリ ーンイ ンフ ラ 」 と 「 中央区グリ ーンイ ンフ ラ ガイ ド ラ イ ン」 を

以下のよう に定義。

＜本ガイ ド ラ イ ンにおけるグリ ーンイ ンフ ラ の定義＞ 

　 本ガイ ド ラ イ ン では、「 と 緑が持つ多様な機能を 活 し⽔ ⽤ 、 持続可能で魅 ある ま⼒

ちづく り を 進めるハード ・ ソ フ ト 両面の取組」 と し ます。  

＜中央区グリ ーンイ ンフ ラ ガイ ド ラ イ ン＞ 

　 区や区⺠・ 事業者などが緑地・ ⽔ 辺の創出・ 維持管理に当たり 、 と 緑が持つ多様な⽔

機能を 活 し 、⽤ 中央区なら ではの地域の魅 向上、⼒ 課題の解決を 図るための取組指針。

社会的課題

○防災・ 減災や地域振興、 生物生息空間の場の提供への貢献など、 地域課題への対応

自然環境が有する機能

＞

多様な効果

○安全・ 安心で持続可能

　 な国土

○国土の適切な管理

○生活の質の向上

○人口減少・ 高齢化に対

　 応し た持続可能な社会

　 の形成

・ 良好な景観形成

・ 生物の生息・ 生育の

  場所の提供

・ 浸水対策（ 浸透など）

・ 健康・ レクリエーション
  など文化提供

・ 延焼防止

・ 外力減衰、 緩衝

・ 地球温暖化緩和

・ ヒート アイランド 対策
  　 　 　 　 　 　 　  など
　

○持続可能な社会、 自然共生社会、 国土の適切な管理、 質の高いインフラ投資への貢献

環境
※第4 次社会資本整備重点計画、国土形

成計画よ り 、グリ ーン イ ンフ ラ に関連
ある課題を抜粋

防災・ 減災

地域振興

グリ ーン
インフラ
グリ ーン
インフラ

国土交通省によるグリーンインフラの定義　 ※1

出典： 国土交通省ホームページ
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図 1.2 中央区グリ ーンイ ンフ ラ ガイ ド ラ イ ンの位置づけ 

本ガイド ラ インは、 平成…31（ 2019） 年…3…月に改定さ れた「 中央区緑の基本計画」 にお

けるリ ーディ ングプロジェ クト と して、「 グリ ーンインフ ラ」 の考え方に基づき、緑の量的拡大・

質的向上を図るための取組指針を 策定し たも のです。

　 ガイド ラ インの位置付け2

● 中央区環境行動計画 2018

● 中央区水辺利用の活性化に

    関する方策など

● 都市計画区域マスタープラン

● 緑確保の総合的な方針

● 都市計画公園・ 緑地の整備方針　 など

● 中央区基本構想

● 中央区基本計画 2018

上位

計画

国

関連

計画

● 都市緑地法

● 都市公園法　 など

東
京
都

中
央
区

緑の側面から補完 整合連携

緑の量的拡大・ 質的向上のための取組指針としての補完

中央区緑の基本計画

中央区グリーンインフラガイドライン
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図 1.3 中央区グリ ーンイ ンフ ラ ガイ ド ラ イ ンのねら い 

本ガイド ラ イ ンは、 区のみならず区民、 事業者、 団体などさ まざまな立場の方々が、 緑

地や水辺の創出・ 維持管理において、 水と 緑が持つ多様な機能を 活用し た取組を 推進する

こ と によって、 中央区ならではの地域の魅⼒ 向上、 環境面及び社会面の課題を 解決するこ

と を目的と しています。 …

　 ガイド ラ インの目的3

中央区グリ ーンイ ンフ ラ ガイ ド ラ イ ン

・ 水と 緑が持つ多様な機能による区の魅力向上、 課題解決

・ 持続可能で魅力あるまちづく り の実現

活用

緑地や水辺の創出・ 維持管理の場面

水と 緑が持つ多様な機能を活用するための取組指針

主体 ガイ ド ラ イ ンの活用の場面

公園・ 街路樹などの整備や維持管理

民間施設における緑化の指導・ 助成

公共施設の緑化整備・ 維持管理

自宅や店舗・ 事務所などの緑化

緑の創出・ 維持管理・ 利活用に係る活動など

大規模開発事業における緑化整備、 既存施設の

緑地管理など

行政（ 中央区）

個人、 中小規模事業者

NPO、 市民団体など

大規模開発事業者
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→…3章（ P.3-1～）にグリ ーンイ ンフ ラ 導入の基本指針を 4 つ定めています。 こ れら

4 つの基本指針や、 2 章で把握し た地域の特性、 緑化する 敷地の規模・ 用途な

どから 、 グリ ーンイ ンフ ラ 導入の方向性を 定めます。

→…4章（ P.4-1～）では取組主体ごと にグリ ーンイ ンフ ラ の導入イ メ ージや、 実践手

法を 紹介し ています。 具体的な取組を 検討する上で参考にし てく ださ い。

→…2章（ P.2-1～）を 参考に、 グリ ーンイ ンフ ラ により 向上すべき 地域の魅 や課題⼒

　 　 を 把握、 検討し ます。

本ガイド ラ イ ンは、 区、 区民、 事業者、 団体など、 緑地や水辺の創出・ 維持管理に関わ

るさ まざまな立場の方を 対象に作成しています。 …

緑地・ 水辺、 オフィ スビルの緑化、 自宅の緑化などの整備や維持管理に当たり 、「 グリ ー

ンインフ ラ」 をどのよう に取り入れたら よいのか、 ガイド ラ インの使い方を⽰ し ます。 …

　 ガイド ラ インの使い方4

→…1章（ P.1-1～）を ご覧く ださ い。 グリ ーンイ ンフ ラ の考え方や本区における目的

　 　 を し ています。⽰

② 地域の魅力や課題を 把握、 検討する。

③ どのよう なグリ ーンイ ンフ ラ を導入し たら 良いか？

→…技術編では、 個別のグリ ーンイ ンフ ラ 技術の具体的な内容を 実際の導入事例な

　 　 どと と も に紹介し ています。

▼

▼

①「 グリ ーンイ ンフ ラ 」 と は何か？

④ 具体的な取組や技術にはどのよう なも のがある？
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２ 章
グリーンインフラの導入に当たり 注目すべき中央区の都市環境 

●緑被率…*1： …10.7％

　（ 平成…29（ 2017） 年度調査）

●みどり 率…*2： 26 .5％

　（ 平成…29（ 2017） 年度調査）

●屋上緑化面積： 8.3h a

　（ 平成…29（ 2017） 年度調査）

●一人当たり 公園面積： 3 .6 5…㎡／人

　（ 令和 3（ 2021） 年…4…月現在）

＊ 1　 緑被率： 区域面積に対し 、 上空から見たと

きの緑に覆われた部分（ 緑被地） が占める

面積割合 

＊ 2　 みどり 率： 緑被率に「 水面が占める 割合」

と「 公園内の緑で覆われていない面積の割

合」 を加えたも の 

　 中央区の水と 緑の現況1

図 2.2 緑被の推移 

※屋上緑地は平成 8 年度から 調査開始

図 2 .1 緑被の状況

（ 平成29（ 2017）年度調査） 

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある
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●浜離宮恩賜庭園や明石町周辺、 晴海地区、 佃地区などに緑被地が多い。

●緑被地は昭和…61（ 198 6） 年度から 増加傾向にあり 、 増加の要因と しては河川や運河沿

いの都市公園の整備、 街路樹の新規植栽、 再開発事業による緑被地の創出や屋上緑地

の整備などがある。

●緑の量のアッ プに向けて、 大規模開発事業などを 活用し た緑・ オープンスペースの確保が

必要である。

●既存の緑被地については、 緑が持つ多様な機能を 活かし 、 質の向上を図るこ と が重要で

ある。

※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

表 2.1 緑被の分布状況（ 平成 29（ 2017） 年度調査） 

 H16年度 H29年度

区　 分
面積（ ha） 比率（ ％） 面積（ ha） 比率（ ％）

  緑被地 91.91 9 .1 107 .78 10 .7

樹木 70 .00 6 .9 80 .23 7 .9

草地 18 .21 1 .8 19 .22 1 .9

屋上緑地 3.70 0 .4 8 .33 0 .8

  非緑被地 914 .49 90 .9 903 .72 89 .3

裸地 5.58 0 .6 25 .88 2 .6

水面

908 .91 90 .3

139 .09 13 .8

人工構造物など

（ 建物・ 道路など）
738 .75 73 .0

区全域 1006 .40 100 .0 1 ,011 .50 100 .0
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こ の地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2 ,500  分の 1  地形図を利用し て作成し たも のである。 

（ 承認番号）29  都市基交著第 93  号 

緑被の多いエリア

●浜町公園周辺

●浜離宮恩賜庭園

●明石町周辺

●晴海地区

●佃地区

図 2.3 緑被の分布状況（ 平成 29（ 2017） 年度調査）
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水と 緑が持つ多様な機能を 活用し た本区の魅⼒ 向上、 課題の解決を 考える上で、 注目す

べき 地域の特徴を次のと おり ⽰ し ます。

（ 1） 口⼈ 分布

「 平成 27 年国勢調査」 によると 、 定住人口は、 月島地域全域及び日本橋地域の東側、 京

橋地域の隅⽥ 川沿いのエリ アが多く なっています（ 図 2.4）。

一方、 昼間人口は、 京橋地域の八重洲、 京橋、 銀座、 築地、 日本橋地域の日本橋や日本

橋箱崎町、 月島地域の晴海ト リト ンスクエア周辺などが多く なっています（ 図 2.5）。

定住人口が多いエリ アでは、地域住民が集い、活動する場所と しての機能を 重視する一方、

昼間人口が多いエリ アでは在勤者や来街者の休憩機能を 重視するなど、 エリ アごと の特徴

を捉えた、 ニーズに見合う 機能が公園・ 緑地に求めら れます。

表 2.2 定住人口一人当たり の緑被面積

京橋地域 日本橋地域 月島地域

緑被面積（ ㎡） 474 ,714 199 ,830 403 ,276

人口（ 人） 40 ,624 52 ,026 77 ,933

1 人当たり 緑被面積（ ㎡／人） 11 .7 3 .8 5 .2

※緑被面積は平成29（ 2017）年、定住人口は令和3年1月1日の住民基本台帳の数値を 基に算出

　 注目すべき中央区の都市環境2



2 − 5

１
章

中
央
区
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
枠
組
み

２
章

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
に
当
た
り

注
目
す
べ
き
中
央
区
の
都
市
環
境  

３
章

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
よ
り

目
指
す
ま
ち
の
姿

４
章

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
実
践

５
章

推
進
体
制

図 2.4 中央区の定住人口の分布

※図2.4、図2 .5

出典： 東京都総務局統計部「 平成27年国勢調査による東京都の昼間人口（ 従業地・ 通学地による人口）」（ 平成30年4月）

日本橋地域東側

月島地域

京橋地域隅田川沿い
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※図2.4、図2 .5

出典： 東京都総務局統計部「 平成27年国勢調査による東京都の昼間人口（ 従業地・ 通学地による人口）」（ 平成30年4月）

図 2.5 中央区の昼間人口の分布

●八重洲・ 京橋・ 日本橋
●日本橋箱崎町

●新川

●明石町

●銀座・ 築地

●晴海ト リト ンスクエア周辺
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（ 2） 気候変動、 ヒート アイランド 現象による影響

①猛暑日や熱帯夜の増加

気候変動や都市のヒート アイラ ンド 現象の影響により 、 東京では、 猛暑日や熱帯夜が増

加しています（ 図 2.6）。 こ れに伴い、 多く の熱中症患者の発生や、 快適性の低下など 夏の

暑さ は重要な課題になっています（ 図 2.7）。

出典： 東京都環境局「 夏の暑さ 対策の手引き 」平成28（ 2016）年11  月

　 　   https://www.kankyo.metro.tokyo.lg .jp/climate/heat_ island/tebiki.html

図 2.6 東京の猛暑日日数・ 熱帯夜日数の推移

出典： 東京都環境局「 夏の暑さ 対策の手引き 」平成28（ 2016）年11  月

　 　   https://www.kankyo.metro.tokyo.lg .jp/climate/heat_ island/tebiki.html

図 2.7 東京都における熱中症の発生状況
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②猛暑日や熱帯夜の増加

都市化による暑さ は、 空調機器や自動車

などが熱をだすこ と にあわせて、 建物や地

面が熱をためるこ と が原因です。 こ れら の

熱や日射を 人がも ら う こ と により 、 人への

影響が生じ ています。 都市の緑には建物や

地面の緑化により 熱をためない効果や緑陰

が日射を 遮るこ と により 人が感じ る 暑さ を

和ら げる効果があり ます（ 図 2.8）。

まと まった緑地や河川は、 周辺地域に比

べ温度が低いこ と が確認さ れています。 こ

れら の場所から 冷気を 市街地に導く オープ

ンスペース（ 緑地や河川、 街路樹など ） を

⾵ の道と し て確保するこ と が重要です（ 図

2.9）。 水と 緑が持つこ れら の機能を う まく

活用し 、 ヒ ート アイ ラ ンド 現象の緩和に向

けた暑熱対策を行う こ と が必要と さ れてい

ます。

出典： 国土交通省「 未来につなぐ 都市と みどり 」平成27（ 2015）年1  月

　 　   https://www.mlit.go.jp/crd/park/joho/dl/toshi-midori/

図 2.9 ク ールアイ ラ ンド のイ メ ージ

図 2.8 緑化による暑熱対策効果のイ メ ージ

出典： 東京都環境局「 夏の暑さ 対策の手引き 」

　 　   平成28（ 2016）年11 月

　 　   https://www.kankyo.metro.tokyo.lg .jp/climate/

　 　 　 　 　 　 heat_ island/tebiki.html
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樹木には、 光合成により 気候変動の要因と なる二酸化炭素を 吸収する機能があり ま

す。 都市の緑と し て植えら れる 樹木は、 幹の直径が 20cm の場合、 １ 年間に１ 本あた

り 約 42kg の二酸化炭素を 吸収するこ と ができます。＊１

こ れを 本区の街路樹に当てはめると 、 街路樹約 6,70 0 本が１ 年間に吸収する二酸化

炭素は、 約 158 人が 1 年間の生活で排出する二酸化炭素＊２ に相当し ます。 …

＊1 国土技術政策総合研究所「 都市緑化樹木のCO２ 固定量の算出」ホームページ

　 　  http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/naiyo/co2/co2 .html

＊2  全国地球温暖化防止活動推進センタ ー

　 　「 一人当たり の二酸化炭素排出量（ 2019年度）」ホームページ

　 　  https://www.jccca.org/download/13338

コ ラム： 樹木が吸収する C O 2

中央区の街路樹約 6,700 本が

1 年間に吸収する二酸化炭素
=

日本人約158人が

1年間の生活で

排出する二酸化炭素



2 − 10

（ 3） 文化・ 歴史と 水と 緑

本区は江⼾ 開府以来の歴史と 伝統を 背景に文化・ 歴史性を 濃⾊ く 残し た史跡や建造物、

橋梁などが数多く 現存しています。

本区の公園の中には、 江⼾ 期の大名庭園である「 浜離宮恩賜庭園」 や、 明治 22（ 1889）

年の市区改正条例により 東京における市街地小公園と し て開園し た「 坂本町公園」 があり

ます。 また、 現在の築地市場跡地は、 江⼾ 期には寛政の改⾰ を 推し 進めた⽼ 中松平定信の

下屋敷があり 、 桜と 紅葉が美し い潮入り 庭園「 浴恩園」 が広がっていまし た。

こ のよう な文化・ 歴史性のある公園の魅⼒ の向上、 さ ら に、 地域の文化・ 歴史的資源の

魅⼒ を⾼ め、 伝えるよう な緑の創出・ 演出、 水と 緑のネット ワーク の形成を 図っていく こ と

が重要です（ 図 2.10）。

①京橋地域の歴史的概要

江⼾ 時代に銀貨鋳造所の置かれていた銀座、 町奉行配下の与⼒ ・ 同⼼ の組屋敷、 広

大な大名庭園などがあり まし た。 明治維新後は、 明石町を 中⼼ と して外国人居留地が開

かれ、 銀座には煉⽡ 街が建設さ れるなど 文明開化の中 と⼼ なり まし た。 こ の地域には、

江⼾ 時代の名残を 留める史跡・ 旧跡（「 浴恩園跡」「 旧浜離宮庭園」 など） や近代文化・

技術の発祥地（「 霊岸島検潮所・ 量水標跡」 など） と しての歴史的な特⾊ があり ます。

②日本橋地域の歴史的概要

江⼾ 時代初期に日本橋が五街道の起点と なり 、 伊勢・ 近江・ 京都などから 商人や職人

たちが集まって商業・ 経済・ 文化も 活発になり まし た。 江⼾ 時代を 通し て諸物資の流通

や情報の中⼼ 地と して大いに発展し 、 明治以降も 新たな産業の場と なると と も に洋⾵ 建

築が次々と 建てら れまし た。 こ の地域には、 江⼾ 時代以来の歴史を 持つ史跡・ 旧跡（「 常

盤橋⾨ 跡」「 伝⾺ 町牢屋敷跡」 など） から 近代の建造物（「 日本銀行本店本館」「 日本橋」

など） まで特⾊ のある文化財が点在しています。

③月島地域の歴史的概要

江⼾ 時代初期に摂津国佃村・ 大和⽥ 村（ 現在の大阪市⻄ 淀川区） の漁師たちによって

佃島が築かれたこ と にはじ まり ます。 隅⽥ 川を 渡るために、 江⼾ 時代から 昭和期に⾄ る

まで多く の渡し 船が運航していまし た。 こ の地域には、 佃島の歴史（「 住吉神社の水盤舎・

陶製扁額」 など） や水辺に深く 関わる史跡・ 旧跡（「 佃島渡船場跡」「 海水館跡」 など）

が残さ れています。
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※区立郷土天文館の協力のも と 作成

図 2.10 と 緑に関わる主な文化財（ 史跡） の位置⽔



2 − 12

（ 4） 防災・ 減災と 緑

公園・ 緑地などの緑やオープンスペースは、 大規模火災時の延焼抑制、 都市水害の軽減、

発災時の避難場所などの防災・ 減災機能を 有しています。

江⼾ 時代には、 明暦 3（ 1657） 年に発生し た明暦の大火以来、 江⼾ の各所に火災の延

焼を 防ぐ ための広幅員の街路「 広小路」 が整備さ れ、 本区には両国広小路や江⼾ 橋広小路

などがあり まし た。 大正 12（ 1923） 年の関東大震災後には、 延焼防止、 発災時の避難場

所と して、 浜町公園などの「 震災復興公園」 が整備さ れ、 緑地やオープンスペースが歴史的

にも 防災・ 減災に資する役割を果たしてきまし た。

また、 近年ヒート アイランド 現象によると も 考えら れる局地的な集中豪雨に伴い、 都市型

水害が発生し ています。 と り わけ、 地下鉄、 地下街、 ビ ルの地下室など、 地下利用が⾼ 度

に進んだ都市部では、 内水氾濫に伴う 地下空間の浸水による甚大な被害が予想さ れており 、

内水被害への対応は重要な課題と なっています。

水害への対策と し て、 緑地や広場などが雨水の貯留・ 地中浸透の場と し て機能し 、 下水

道施設の負荷軽減に寄与するこ と が期待さ れています。

出典： 東京都豪雨対策アク ショ ンプラ ン（ 令和2年1月）

＜東京における集中豪雨（ 1 時間降水量 50m m 以上） の発生状況＞

図 2.11 東京都内の時間 50㎜超豪雨の発生率推移
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（ 5） 水辺環境

本区は、 水域面積が区全体の面積に対し て 18 .3% を占め、 こ の水域の割合は 23 区内

で最も⾼ い水辺空間に恵まれた都市です。

江⼾ 時代、 本区は、 多数の水路が縦横に走り 、 舟運が重要な役割を果たし 、 文化・ 商業・

情報の中⼼ と して繁栄し まし た。水路や河岸などの水辺は、にぎわいの拠点と しても 機能し 、

人々の生活と 深い関わり をも つなど、 まさ に「 水の都」 でし た。

し かし 、 戦後から⾼ 度経済成長期にかけて、 川沿いの土地利用の変化や水質の悪化、 ⾼

潮対策の護岸整備などにより 、 水辺と 人々と のつながり が次第に疎遠と なり まし た。

こう し た中、 昭和 6 0 年代以降、 隅⽥ 川におけるスーパー堤防事業により 、 テラスの整備

がさ れるなど、 新し い快適な水辺空間が誕生し まし た。 平成に入ると 、 河川法などの改正

により 、 水質、 生態系の保全、 水と 緑の景観、 水辺空間のアメ ニティ などに配慮し た河川

整備が行われるこ と になり まし た。

現在、 日本橋上空の首都⾼ 速道路地下化や日本橋川周辺の再開発事業などによる水辺を

活かし たまちづく り が計画さ れるなど、 水辺の魅⼒ 向上がより 一層推進さ れています。

今後も 本区の大きな特徴である水辺について、 魅⼒ 向上のために、 にぎわいの場や良好

な景観の創出、 生物多様性の保全や河川の水質改善に資する取組などが必要と さ れていま

す。
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図 2.12 ⽔ 辺環境の周辺利⽤ の現況
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（ 6） ⽣ 物多様性面から⾒ た緑の配置

都市の生物多様性の確保には、 生物の生息・ 生育環境と なる緑地などの創出、 保全及び

ネット ワーク 化が重要です。

こ れまでの緑化推進の取組により 本区の緑地面積は増加傾向にあり ますが、 生物多様性

の観点から 、 さ ら なる緑量のアッ プに向けて、 緑化の推進、 緑の保全が必要です。

特に日本橋地域や京橋地域に見受けら れる緑の空白地帯においては、 再開発事業などの

機会を 捉えたまと まった緑の確保や、 緑の拠点や軸を 補完する小規模な緑の創出を図る必

要があり ます。 また、 月島地域を 中⼼ と し た水辺においては、 水生生物に主眼をおいた生

息環境の整備など、 水辺環境ならではの取組が求めら れます。

注）潜在自然植生： 人間の影響を一切停止し たと き 、気候や立地条件から その立地に生じ ると 判定さ れる自然植生 

代償植生： 人間によっ て、伐採や植林などの手が加えら れ、立地本来の自然植生が様々な植生に置き 換わっ た植生

（ 二次林など）

出典： 東京都環境局「 植栽時における在来種選定ガイ ド ラ イ ン～生物多様性に配慮し た植栽を目指し て～」

　 　 　（ 平成26（ 2014）年5月）

＜生物多様性に配慮し た植栽植物（ 在来種） について＞

　 東京都では、「 植栽時における在来種選定ガイ ド ラ イ ン～生物多様性に配慮し た植栽を目指し て

～」（ 東京都環境局、 平成 26（ 2014） 年 5 月） に基づき 生物多様性に配慮し た植栽の推進や、 在

来の動物の生息空間のネッ ト ワーク 化を 図る観点から 植栽を行う 際には、 在来種（ 地域において

自然分布し ている種、 亜種など） の活 を推奨し ています。⽤

　 例えば、 本区は東京湾沿いの沖積低地や埋立地であり 、 タ ブノ キ－イ ノ デ群集やムク ノ キ－ミ

ズキ群落などの植生に構成さ れる種が挙げら れています。

表 2.3 生物多様性に配慮し た植栽植物（ 在来種） の例

項 目 タ ブノ キ－イ ノ デ群集（ 潜在自然植生） ムク ノ キ－ミ ズキ群落（ 代償植生）

高木層 タ ブノ キ
ウワミ ズザク ラ 、 エノ キ、 ミ ズキ、

ムク ノ キ

亜高木層 シロダモ、 ヤブニッ ケイ イ ロハモミ ジ、 エゴノ キ、 ムク ノ キ

低木層
ネズミ モ チ、 ビ ナン カ ズラ 、 ヤツ デ、

ヤブツバキ

アケビ、 ネズミ モチ、 ヒ サカ キ、 ビ ナ

ンカ ズラ 、 マユミ 、 ムラ サキシキブ

草本層

（ 林床）

アイ アスカ イ ノ デ、 アスカ イ ノ デ、 イ

ノ デ、 キチジョ ウソ ウ、 キヅタ 、 シケ

シダ、 ベニシダ、 ヤブラ ン

イ ヌ ワラ ビ、 ア マ チ ャ ヅル、 キヅ タ 、

シケシダ、 ジャ ノ ヒ ゲ、 ミ ズヒ キ
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図 2.13 と 緑のネッ ト ワーク 図⽔

0 0.5 10.25 km

清澄庭園

木場公園

辰巳の森海浜公園

海の森

お台場海浜公園

旧芝離宮恩賜庭園

芝公園

日比谷公園

皇居外苑

浜離宮恩賜庭園

晴海臨海公園

浜町公園

あかつき公園周辺
佃・ 石川島公園

朝潮運河親水公園
築地市場跡地

東京駅・ 日本橋川周辺

： 主要な緑の拠点

： 主要な水辺の緑

： 主要な街路の緑

： 河川水路・ 運河

□ 凡例

既存

●日本橋地域

●築地市場跡地

緑の空白地帯

●京橋、 八丁堀、 入船、 新富

福徳の森
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（ 7） 商業・ 観光

本区は、 江 時⼾ 代から 文化・ 商業・ 情報の拠点と し て発展し ているこ と から 、 舗⽼ の百

貨店や最新の商業施設が立地すると と も に、 名橋日本橋や歌舞伎座、 浜離宮恩賜庭園な

どの歴史・ 文化的背景をも つ観光資源が存在しています。 また、 50 を 超える商店街があり 、

「 中央区商店街振興プラン 2016」 において、 ６ つの地区ごと に、 商店街の活性化プランが

策定さ れています。

緑地などの創出・ 維持管理においては、 こ れら の観光資源や商店街の特性にあわせて緑

が持つ多面的機能を 活かし 、 歴史・ 文化的な⾵ 情や雰囲気のある街並みづく り の醸成、 に

ぎわいの場の確保、 快適な街路空間の創出による各地域内外の回遊性の向上などに寄与す

るこ と が求めら れます。
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出典： 中央区「 中央区商店街振興プラ ン2016」（ 平成28（ 2016）年3月）

＜商店街振興プランについて＞

　 中央区では、「 中央区商店街振興プラ ン 2016」（ 中央区、 平成28（ 2016）年3月） に基づき、 商

店街の活性化に向けた取組を推進し ています。 こ の中の施策や事業には、 緑やオープンスペース、

景観整備の上でヒ ント と なる内容も 多く みら れます。

表 2.4 地区別の商店街振興プラ ンにおける緑・ 景観と 関連し たキーワード

商店街地区割り 地区別のコ ンセプト 緑・ 景観に関連し たキーワード

八重洲・ 京橋・

日本橋

江戸 Tokyo! を観る、 感じ る、

楽し む街

古き 良き 江戸の風情、 東京の最先端の

都市と し ての装い

銀座
銀座であるこ と

< 銀座の伝統と 革新 >

銀座ら し い街並みや雰囲気の維持・ 向

上、 大人の知的好奇心を 刺激する イ ベ

ント の開催・ 来街者のく つろぎの場

新富・ 湊・

八丁堀・ 茅場町

働く 人・ 暮ら す人の生活を

支え高める街

公園や公開空地を 活用し たマルシェ の

開催、 在勤者や居住者が休憩し たり 交

流を楽し んだり できる場

築地
全ての” 食” に係る目利きが

集う 街

観光客に快適に楽し んでも ら える 環境

づく り

人形町・

やげん堀・ 浜町

江戸以来の歴史や文化を

感じ る下町情緒・ 人間味

あふれる街

歴史などを 活かし た街なか回遊の促進、

観光客に快適に楽し んでも ら える 環境

づく り

月島・ 勝どき
下町情緒と アーバンラ イ フ を

楽し む水辺の街

レ ト ロ な街並みと 都心的な街並みの共

存、 街なか回遊の仕掛け、 隅田川テ ラ

スを活用し た親水イ ベント
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出典： 中央区「 中央区商店街振興プラ ン2016」（ 平成28（ 2016）年3月）

図 2.14 代表的な商業施設・ 観光資源及び商店街の配置
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表 2.4 代表的な商業施設・ 観光資源

地区 地区名

1 八重洲・ 京橋・ 日本橋 日本橋

2 八重洲・ 京橋・ 日本橋 COREDO（ コ レ ド ） 室町

3 八重洲・ 京橋・ 日本橋 三越劇場・ 三越日本橋本店

4 八重洲・ 京橋・ 日本橋 三井記念美術館・ 三井本館

5 八重洲・ 京橋・ 日本橋 日本銀行

6 八重洲・ 京橋・ 日本橋 貨幣博物館

7 八重洲・ 京橋・ 日本橋 小津史料館、 小津ギャ ラ リ ー

8 八重洲・ 京橋・ 日本橋 ブリ ヂスト ン美術館

9 八重洲・ 京橋・ 日本橋 警察博物館

10 八重洲・ 京橋・ 日本橋 INAX ギャ ラ リ ー

11 八重洲・ 京橋・ 日本橋 東京国立近代美術館フ ィ ルムセンタ ー

12 八重洲・ 京橋・ 日本橋 日本橋高島屋

13 銀座 銀座

14 銀座 銀座ガス灯通り

15 銀座 和光

16 銀座 歌舞伎座

17 銀座 ソ ニーショ ールーム

18 銀座 4 丁目交番

19 銀座 日産銀座ギャ ラ リ ー

20 銀座 交詢ビル

21 銀座 TEPCO 銀座館

22 銀座 新橋演舞場

23 銀座 銀座スト リ ート ガイ ド （ 銀座の街の案内所）

24 銀座 東京銀座資生堂

25 銀座 博品館劇場、 TOY　  PARK

26 新富・ 湊・ 八丁堀・ 茅場町 タ イ ムド ーム明石（ 中央区立郷土天文館）

27 新富・ 湊・ 八丁堀・ 茅場町 ミ ズ・ プリ ンティ ング・ ミ ュ ージアム

28 新富・ 湊・ 八丁堀・ 茅場町 鐵砲洲稲荷神社

29 新富・ 湊・ 八丁堀・ 茅場町 永代橋

30 築地 浜離宮恩賜庭園

31 築地 隅田川ウォ ータ ーフ ロント

32 築地 京橋図書館地域資料室

33 築地 ADK 松竹スク エア

34 築地 築地本願寺

35 築地 東京都中央卸売市場 -築地市場

36 築地 築地場外市場

37 築地 波除稲荷神社

38 築地 おさ かな普及センタ ー資料館

39 築地 かちどき 　 橋の資料館

40 人形町・ やげん堀・ 浜町 水天宮

41 人形町・ やげん堀・ 浜町 甘酒横丁

42 人形町・ やげん堀・ 浜町 せと も の市・ 人形町通り

43 人形町・ やげん堀・ 浜町 ジュ サブロー館

44 人形町・ やげん堀・ 浜町 明治座

45 人形町・ やげん堀・ 浜町 浜町公園

46 人形町・ やげん堀・ 浜町 べっ たら 市

47 人形町・ やげん堀・ 浜町 馬喰町・ 横山町間屋街

48 人形町・ やげん堀・ 浜町 歳の市（ 薬研堀不動院）

49 人形町・ やげん堀・ 浜町 清洲橋

50 月島・ 勝どき 佃島： 佃煮発祥の地

51 月島・ 勝どき 住吉神社

52 月島・ 勝どき 佃島の盆踊り

53 月島・ 勝どき 石川島資料館

54 月島・ 勝どき リ バーシティ 21

55 月島・ 勝どき パリ 広場

56 月島・ 勝どき 西仲通り 商店街（ 通称） 月島も んじ ゃ スト リ ート

57 月島・ 勝どき 勝鬨橋

58 月島・ 勝どき 東京港晴海埠頭

59 月島・ 勝どき 晴海アイ ラ ンド 　 ト リ ト ンスク エア　 第一生命ホール

60 月島・ 勝どき 温浴プラ ザ「 ほっ と プラ ザはるみ」

出典： 中央区「 中央区商店街振興プラ ン2016」（ 平成28 (2016 )年3月）
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　 地域別の都市環境の特徴 3

京橋、 日本橋、 月島の地域ごと の注目すべき 都市環境を 整理すると 、 次のよう な地域別

の特徴が見ら れます。 …

表 2.5 地域別の都市環境の特徴 

項目 京橋地域 日本橋地域 月島地域

緑被率（ P.2-1） 12 .3% 6 .2% 13 .2%

代表的な緑（ P.2-3）

浜離宮恩賜庭園

築地川公園

あかつき 公園

浜町公園

浜町川緑道

晴海臨海公園

佃公園

石川島公園 

人口分布（ P.2-4） 

隅田川沿いのエリ アに

て定住人口が多い。  銀

座、 築地、 京橋におい

て昼間人口が多い。  

東側のエリ アにて定住

人口が多い。 日本橋、

日 本 橋 箱 崎 町、 新 川

において昼間人口が多

い。  

全域において定住人口

が多い。 晴海ト リ ト ン

スク エア周辺において

昼間人口が多い。

一人当たり 緑被面積

（ P.2-4） 
11 .7  ㎡ 3 .8  ㎡ 5 .2  ㎡

文化・ 歴史的資源

（ P.2-10） 

浜離宮恩賜庭園、

浴恩園など

日本橋、 日本銀行、

伝馬町牢屋敷跡など
勝鬨橋、 佃周辺など

防災・ 減災（ P.2-12） 

まと まっ た面積の緑地・ オープンスペースにおいては、 発災時の避難場所と

し ての機能が求めら れる。 また、 緑地などには火災時の延焼抑制機能や、 都

市型水害の対策と し て雨水の貯留・ 地中浸透機能が期待さ れる。

水辺（ P.2-13） 
隅田川、 亀島川、

築地川、 汐留川

隅田川、 日本橋川、

亀島川、 神田川

朝潮運河、 隅田川、

月島川、 新月島川

生物多様性（ P.2-15） 

緑の空白地帯において、 再開発事業などの機会を

捉えた緑の拠点の創出やそれら を補完する小規模

な緑の確保が必要。

水辺 環境 を 中心 と し

て、 生物多様性確保の

取組が求めら れる。

商業・ 観光 （ 商店街地

区割り と コ ンセプト ）

（ P.2-17）

銀座： 銀座であるこ と  

< 銀座の伝統と 革新 >  

築地； 全て の "食 " に

係る目利き が集う 街 

新富・ 湊・ 八丁堀・ 茅

場町： 働く 人・ 暮らす人

の生活を支え高める 街 

八重洲・ 京橋・ 日本橋：

江戸 Tokyo! を観る、

感じ る、 楽し む街 

人形町・ やげん堀・ 浜

町： 江戸以来の歴史や

文化を 感じ る 下町 情

緒・ 人間味あふれる街 

月島・ 勝どき ： 下町情

緒と アーバン ラ イ フ を

楽し む水辺の街
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３ 章
グリ ーンインフラにより 目指すまちの姿 

　 緑の基本計画と グリ ーンインフラ 基本指針1

「 中央区緑の基本計画」 では、…「 ～ G reen  p r id e ～ ひと が育む緑、 緑から 発信する 粋

なまち」 を 計画の理念と し 、 その理念を実現するための 4…つの基本方針を定めまし た。

グリ ーンイ ンフ ラ ガイド ラ イ ン では、 緑の基本計画における理念の達成に向け、 前述の

「 ２ 章…グリ ーンインフ ラ の導入に当たり 注目すべき 中央区の都市環境」 を踏まえた上で、 水

と 緑が持つ機能を 活用し 目指すまちの姿と して、 次のと おり グリ ーンインフ ラ 基本指針を定

めます。

＜中央区緑の基本計画の理念と 基本方針＞

～ G reen  p r id e  ～

ひと が育む緑、 緑から 発信する粋なまち

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 基本方針 1………行政による緑の整備

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 基本方針 2………民間の緑への支援

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 基本方針 3………協働による緑の保全・ 育成

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 基本方針 4………緑の普及・ 啓発

＜中央区グリ ーンインフ ラ 基本指針＞

基本指針 1　 居心地がよく 歩きたく なる⽔ と 緑にかこ まれたまち

基本指針 2　 ⽔ と 緑を 楽し み、 魅⼒ と にぎわいにあふれたまち

基本指針 3　 ⽔ と 緑が守り 、 育む環境共生型のまち

基本指針 4　 緑が支える防災・ 減災のまち

グリ ーンイ ンフ ラ の観点から目指すまちの姿
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緑の基本計画に掲げる各取組において、 グリ ーンインフ ラ を導入するこ と により 、 緑の質

的向上を 図り ます。 以下の表は緑の基本計画の取組方針ごと に関係が深いグリ ーンイ ンフ

ラ 基本指針を⽰ しています。

緑の基本計画 グリーンインフラガイドライン

基本方針 取組方針

基本方針１

居心地がよく

歩きたくなる水

と 緑にかこま

れたまち

基本方針２

水と 緑を楽し

み、魅力と に

ぎわいにあふ

れたまち

基本方針３

水と緑が守り、

育む環境共生

型のまち

基本方針４

緑が支える

防災・ 減災の

まち

１　 公園などの整備・ 拡充 ● ● ● ●

２　 緑道の整備・ 拡充 ● ● ● ●

３　 街路の緑化 ● ● ● ●

４　 水辺の緑化 ● ● ● ●

５ 　 都市の緑の質の向上 ● ○ ●

６ 　 誰もが使いやすい施設

の整備
○ ●

７　 災害に強いまちづくりに
資する公園整備

○ ●

８　 公共施設の緑化 ● ● ● ●

１ 　 民間施設の緑化促進 ● ● ● ●

２ 　 地域や企業との協働・

連携による緑づくり
● ● ● ●

１ 　 地域や企業との協働・

連携による維持管理
● ● ○

２ 　 緑の適切な維持管理 ● ● ● ●

３ 　 緑の保護育成 ○ ○ ○

１　 緑に関する方針の策定

２ 　 緑の普及啓発 ● ● ● ●

３　 中央区の森との連携 ○

４ 　 緑に関する調査 ○ ○ ○ ○

４
　
緑
の
普
及
・
啓
発

１
　
行
政
に
よ
る
緑
の
整
備

３ 

協
働
に
よ
る

　
緑
の
保
全
・
育
成

　
民
間
の

２ 
緑
へ
の

　
支
援

●： 特に関係する項目 〇： 関係する項目
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　 グリ ーンインフラ 基本指針2

気候変動やヒート アイラ ンド 現象による 都⼼ 部の気温上昇に対し て、 緑陰や蒸発散効果

などの水と 緑が有する暑熱対策機能を 活用すると と も に、 ⾼ 層建築物周辺の⾵ 環境対策に

防⾵ 植栽を 活用し 、 快適な歩行空間づく り を目指し ます。 また、 本区の文化や歴史性に配

慮し た植物種や四季折々の草花の植栽、 水辺景観の整備などを 推進するこ と により 、 水と

緑を活用し た良好な景観形成を図り ます。

水と 緑を 活用し た暑熱対策や良好な景観形成により 、 まちの回遊性を⾼ め、 地域の方々

の健康増進や観光・ 商業振興、 都市の魅⼒ ・ 競争⼒ の向上を 図るこ と で、“ 居⼼ 地がよく 歩

きたく なる水と 緑にかこ まれたまち ” を目指し ます。

基本指針 水と 緑が持つ機能 環境・ 社会・ 経済的効果 対応する SDGs

居心地がよ く

歩き た く な る

水と 緑に かこ

まれたまち ・ 良好な景観形成

・ 暑熱対策

・ ヒ ート アイ ラ ンド 現象の緩和

・ 健康増進・ 介護予防

・ 緑の景観によるスト レス軽減

・ 地域の自然観・ 郷土愛の醸成

・ 都市の魅力・ 競争力の向上

・ 不動産価値の向上

　 基本指針 1　 居心地がよく 歩きたく なる⽔ と 緑にかこ まれたまち
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公園や緑地、 水辺、 公開空地などのオープ ンスペースは、 人々が集い、 憩う 場と し て貴

重な空間です。 また、 コ ロナ禍においてソ ーシャルディ スタ ンスを 確保し た人と 人と の交流

の場と して、 より 重要な役割を担う よう になり まし た。

⾼ 度な土地利用を 有する本区では、 こ のよう なまちを 構成する 要素の一つであるオープ

ンスペースを 地域の特徴にあわせて、 効率的かつ効果的に活用し ていく 必要があり ます。

居住人口が多いエリ アでは、 地域住民の健康増進、 子育て支援、 地域コ ミ ュ ニティ の醸成

の場、 昼間人口が多いエリ アでは、 来街者の休憩、 イベント などのにぎわい創出の場と し

て活用さ れるよう 、 緑地などの機能を⾼ める取組が必要です。

本区の貴重なオープンスペースを人の集う 場、 活動の場と して⾼ める取組を推進するこ と

で、“ 水と 緑を 楽し み、 魅⼒ と にぎわいにあふれたまち ” を目指し ます。

基本指針 水と 緑が持つ機能 環境・ 社会・ 経済的効果 対応する SDGs

水と緑を楽しみ、

魅力とにぎわい

にあふれたまち
・ 人の集う 場

・ 活動の場

・ 健康増進・ 介護予防

・ 緑の景観によるスト レス軽減

・ 子育て支援

・ 環境教育・ 自然と のふれあい

・ コ ミ ュ ニティ の醸成

・ 地域の自然観・ 郷土愛の醸成

・ 都市の魅力・ 競争力の向上

・ 不動産価値の向上

・ 観光・ 商業振興

・ 労働生産性の向上

・ 労働環境の改善

　 基本指針 2　 ⽔ と 緑を 楽し み、 魅⼒ と にぎわいにあふれたまち
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都市における水と 緑は、 生き 物の生息・ 生育環境と して、 生物多様性保全の役割を 担っ

ています。 公園や大規模複合施設、 河川や運河のまと まった水と 緑はも と より 、 個人住宅

や小規模建築物の外構の緑も 生き 物の生息・ 生育環境を 補完する役割と して重要です。 水

と 緑の拠点を 街路や水辺、 小規模な緑により 結び、 水と 緑のネット ワーク を 図ると と も に、

在来種を採用し た植栽などの生物多様性に資する緑の質を⾼ める取組を推進し ます。

また、 本区の豊富な水辺環境の保全・ 向上のために、 緑を 活用し た水質改善の取組が重

要です。 大雨時に、 雨水が大量に下水道管に流入し た場合、 その一部は汚水と と も に河川

に流れ込み、 水質悪化の原因と なり ます。 そのため、 緑地などを 活用し た雨水の貯留・ 地

中浸透の取組を推進する必要があり ます。

緑を 活用し た生物多様性の保全、 都市の水管理を 推進するこ と で“ 水と 緑が守り 、 育む

環境共生型のまち ” を目指し ます。

基本指針 水と 緑が持つ機能 環境・ 社会・ 経済的効果 対応する SDGs

水と 緑が 守り、

育む環 境 共 生

型のまち
・ 都市の水管理

・ 都市の生物多様性

・ 都市における生物多様性の確保

・ 水質改善

・ 災害の軽減

・ 緑の景観によるスト レス軽減

・ 環境教育・ 自然と のふれあい

　 基本指針 3　 ⽔ と 緑が守り 、 育む環境共生型のまち
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都市の緑は、 災害時の避難場所や延焼防止帯と しての機能はも と より 、 雨水の浸透・ 貯

留による水害の抑制などに活用するこ と で、 災害から の安全・ 安⼼ の確保に貢献するこ と

が期待さ れています。

本区においては、 公園が災害時の一時集合場所などと しての役割を 担う と と も に、 大規

模施設が帰宅困難者の一時滞在施設に指定さ れており 、 防災訓練の場と して活用が進めら

れています。 こ れら のオープンスペースでは、 緑を 活用し た防災・ 減災機能を⾼ める取組を

推進する必要があり ます。 また、 集中豪雨の際に低地や地下街が浸水する 都市型水害の軽

減策と して、 緑地が雨水の浸透・ 貯留の場と して機能する取組が重要です。

緑地・ オープンスペースにおける防災・ 減災機能の向上により 、“ 緑が支える防災・ 減災の

まち ” を目指し ます。

基本指針 水と 緑が持つ機能 環境・ 社会・ 経済的効果 対応する SDGs

緑が支える

防災・ 減災の

まち

・ 防災・ 減災

・ 災害の軽減

・ 災害時の復旧活動・ 支援拠点

・ 災害伝承・ 防災教育の場

　 基本指針 4　 緑が支える防災・ 減災のまち
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　 地域ごと のグリ ーンインフラ 導入の方向性3

(1） 京橋地域

< 基本指針①　 居 地⼼ がよく 歩きたく なる水と 緑にかこ まれたまち >

銀座・ 築地周辺みどり のプロムナード 構想を 中⼼ に新たな歩⾏ 者空間や緑

化空間の創出に向けた取組が進めら れています。 こ れら を踏まえ、 浜離宮恩

賜庭園や隅⽥ 川沿いを含む広域的な歩⾏ 者中⼼ の水と 緑のネット ワーク の形

成に向けて、 緑陰の確保や暑熱対策、 良好な景観形成と いっ た緑の機能が

求めら れます。

< 基本指針②　 水と 緑を 楽し み、 魅⼒ と にぎわいにあふれたまち >

銀座・ 築地周辺みどり のプロムナード 構想、 東京駅前地域のまち づく り ガ

イド ラ イン 2018…などの構想・ ⽅ 針に調和し た地域のにぎわいの場、 憩いの

場と して、 オープンスペースの活⽤ が求めら れます。

官民連携による公園の再整備に当たっては、 民間のノ ウハウを 活用し 、 地

域の特性に応じ たにぎわいの場の形成により 公園の魅⼒ 向上を図り ます。

< 基本指針③　 水と 緑が守り 、 育む環境共生型のまち >

都市における⽣ 物多様性の確保に向けて、 緑地や水辺などに生息する生き

物の移動経路や採餌環境への配慮が求めら れます。緑の空⽩ 地帯において、

⼤ 規模開発事業などの機会を 捉えた緑の拠点の創出が必要です。 また、 こ

れら を 補完する中⼩ 規模建築物の外溝などの⼩ さ な緑の確保も 重要です。

公園や公共施設、 大規模開発事業などにおいて、緑を 活⽤ し た雨水貯留・

地中浸透を 先導的に推進し 、 河川の水質改善や都市水害の軽減を図り ます。

< 基本指針④　 緑が支える防災・ 減災のまち >

公園や大規模施設などの災害時に活⽤ が⾒ 込まれるオープンスペースにお

いて、 防災・ 減災機能を め⾼ る取組を 推進する必要があり ます。

震災時の緊急輸送道路では、 緑化による、 落下物を 緩衝する機能や防⽕・

延焼阻⽌ などの機能が期待さ れます。
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京橋地域 銀座・ 築地周辺みどり のプロ ムナード 構想を 中心に、 水と みどり

のネッ ト ワーク 形成に向けて、 暑熱対策、 良好な景観形成と いっ

た緑の機能の活用が求めら れています。 公園の再整備においては、

民間のノ ウハウを 活用し 官民連携によ り 、 地域の特性に応じ た魅

力あるにぎわいの場の形成を図り ます。
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（ 2） ⽇ 本橋地域

< 基本指針①　 居⼼ 地がよく 歩きたく なる水と 緑にかこ まれたまち >

駅などの交通結節点や既存の公園・ 緑地などを 結ぶルート ・ ⽇ 本橋川沿い

エリ アの開発を 活かし たルート を 中⼼ に緑陰の確保や暑熱対策などの緑の

機能が求めら れます。 大規模開発などにおいて整備する緑地は、 街路の緑な

どと 連続性をも たせるこ と で回遊性の向上を 図るこ と ができます。

< 基本指針②　 水と 緑を 楽し み、 魅⼒ と にぎわいにあふれたまち >

日本橋川沿いエリ アのまち づく り ビジョ ン 2021、 日本橋七の部地域まち

く り ビジョ ン、 東京駅前地域のまち づく り ガイド ラ イ ン 2018…などの⽅ 針と

調和し た地域のにぎわいの場、 憩いの場と し て、 オープ ンスペースの活⽤ が

求めら れます。

施設の⽼ 朽化が目立つ浜町川緑道において、地域の意見を取り入れながら 、

交通環境の改善なども 踏まえ、 魅⼒ ある緑地へ改修整備を行います。

< 基本指針③　 水と 緑が守り 、 育む環境共生型のまち >

都市における⽣ 物多様性の確保に向けて、 緑地や水辺などに生息する生物

の移動経路や採餌環境への配慮が求めら れます。緑の空⽩ 地帯において、 ⼤

規模開発事業などの機会を 捉えた緑の拠点の創出が必要です。 また、 こ れ

ら を 補完する中⼩ 規模建築物の外溝などの⼩ さ な緑の確保も 重要です。

公園や公共施設、 大規模開発事業などにおいて、 緑を 活用し た雨水貯留・

地中浸透を 先導的に推進し 、 河川の水質改善や都市水害の軽減を図り ます。

< 基本指針④　 緑が支える防災・ 減災のまち >

公園や大規模施設などの災害時に活⽤ が⾒ 込まれるオープンスペースにお

いて、 防災・ 減災機能を め⾼ る取組を推進する必要があり ます。

震災時の緊急輸送道路では、 緑化による、 落下物を 緩衝する機能や防⽕・

延焼阻⽌ などの機能が期待さ れます。
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日本橋地域 交通結節点や既存の公園・ 緑地・ 日本橋川沿いエリ アなどを 結ぶ

ルート を 中心に連続性のある 街路の緑を 確保し 、 大規模開発など

の緑の創出と 連携するこ と で快適な回遊・ 歩行空間の形成を 目指

し ます。
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（ 3） ⽉ 島地域

< 基本指針①　 居⼼ 地がよく 歩きたく なる水と 緑にかこ まれたまち >

当地域は⾼ 層住宅などが建ち並ぶ一方で、 下町情緒を感じ る街並みを 有し

ています。 地域資源である都⼼ の貴重な水辺（ 隅⽥ 川、 朝潮運河、 豊洲・ 晴

海間水域など ） を 活かし 、 ⼈々の憩いやう る おいの場と なる 快適な歩⾏ 者

空間の拡充を図る必要があり ます。 地域の個性を踏まえながら 、 調和ある景

観の形成が求めら れます。

< 基本指針②　 水と 緑を 楽し み、 魅⼒ と にぎわいにあふれたまち >

月島地区まちづく り ガイド ラ イン、 勝どき・ 豊海地区まちづく り ガイド ラ イ

ン、 晴海まち づく り の考え方などの方針と 調和し た地域のにぎわいの場、 憩

いの場と して、 オープンスペースの活⽤ が求めら れます。

< 基本指針③　 水と 緑が守り 、 育む環境共生型のまち >

都市における⽣ 物多様性の確保に向けて、 緑地や水辺などに生息する生物

の移動経路や採餌環境への配慮が求めら れます。

緑の空⽩ 地帯において、 ⼤ 規模開発事業などの機会を 捉えた緑の拠点の

創出が必要です。 また、 こ れら を補完する中⼩ 規模建築物の外溝などの⼩ さ

な緑の確保も 重要です。

公園や公共施設、 大規模開発事業などにおいて、 緑を 活用し た雨水貯留・

地中浸透を 先導的に推進し 、 河川の水質改善や都市水害の軽減を図り ます。

< 基本指針④　 緑が支える防災・ 減災のまち >

公園や大規模施設などの災害時に活⽤ が⾒ 込まれるオープ ンスペースにお

いて、 防災・ 減災機能を め⾼ る取組を推進する必要があり ます。

震災時の緊急輸送道路では、 緑化による、 落下物を 緩衝する 機能や防⽕・

延焼阻⽌ などの機能が期待さ れます。
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月島地域 都心の貴重な水辺（ 隅田川、 朝潮運河、 豊洲、 晴海間水域など ）

を 活かし 、 快適な歩行者空間を 拡充すると と も に高層住宅と 下町

情緒を 感じ る 街並が共存する 地域の個性を 踏まえ、 調和ある 景観

形成に向けて、 緑の活用が求めら れます。
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４ 章
グリ ーンインフラの実践 

グリ ーンインフ ラ により 、 地域の魅 向⼒ 上や課題の解決を 図るためには、 区のみならず、

様々な主体による取組が必要です。 本章では、 区民・ 中小規模事業者、 大規模開発事業者、

N PO・ 団体などの方々がグリ ーンインフ ラ を実践する手法を 紹介し ます。 …

取組主体ごと に本章の以下のページを 参照してく ださ い。

①　 個人・ 中小規模事業者が行う 取組…⇒…P.4-4 ～

②… 大規模開発事業者などが行う 取組…⇒…P.4-14 ～

③… N PO・ 団体が行う 取組…⇒…P.4-22 ～

④… 行政（ 中央区） が行う 取組…⇒…P.4-28 ～
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住宅や事務所などの建築物や道路・ 公園などのインフ ラ へのグリ ーンインフ ラ の導入は、

個々の建物・ 空間の魅⼒ を 向上すると と も に、 地域にと っても 有用な 取組です。 水と 緑が

持つ多様な機能を 活かし た空間づく り に取り 組んでみませんか。

建築物やインフ ラ の整備・ 維持管理におけるグリ ーンインフラ の導入

①個人住宅・ 小規模店舗

⑤都市公園など ⑥道路・ 街路樹・ 緑地など

⑧公共施設⑦河川・ 運河・ ⽔ 辺空間

④ N PO・ 団体による取組③大規模開発事業

②中規模集合住宅・ オフィ スビル
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本区では、 ボランティ アによる公園・ 街路の花壇管理や地域による公園の自主管理など、

緑の整備・ 維持管理において、 区民や企業、 団体と の協働を 促進し ています。 また N PO

などによる緑の楽し み、 親し む活動も 活発に行われています。 水と 緑が持つ多様な機能を

活用し た都市環境の実現に向けては、「 区民・ 事業者・ 行政」 が協働・ 連携し 、 緑の保全・

育成に取り 組むこ と が必要です。 地域の活性化に向けて、 緑化活動に参加してみませんか。

緑に関する活動への参加、 事業の実施によるグリ ーンインフ ラ の実践

①個⼈ 住宅・ ⼩ 規模店舗

⑤都市公園など

⑥道路・ 街路樹・ 緑地など

⑧公共施設

⑦河川・ 運河・ 水辺空間

④ N PO・ 団体による取組

③⼤ 規模開発事業

②中規模集合住宅・ オフィ スビル
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個人・ 中小規模事業者が行う 取組1

（ 1） 個⼈ 住宅・ ⼩ 規模店舗におけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

自宅などでガーデニングや菜園を 楽し むこ と で、 地域の良好な景観や水と 緑のネット ワー

クの形成につながり ます。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-8 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒ 計画に当たり 、 P.4-9 ～ 4-10 のグリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤
◎ 区では緑化事業に対する助成制度を設けています。 ⇒ P.4-11

効果： ヒ ート アイ ラ ンド

現象や照り 返し による温

度上昇の抑制

効果： 都市の生物生息空間の
　 　 　 確保

効果： まちの魅力

向上につながる良

好な景観形成

効果： 都市の生物

生息空間の確保

効果： 環境教育や自然と

のふれあいの場づく り

効果： 雨水保持による

都市型水害の軽減

○壁面緑化などによる暑熱対策

→技術編 P.16　 No. 創出 -1-6

○つる植物などによる緑陰形成

→技術編 P.12　 No. 創出 -1-4

昆虫類や鳥類などの食草や密源に

なる植物の栽培、 小さ な水辺の設

置など

○生物の生育・ 生息の空間の確保

→技術編 P.35　 No. 創出 -3-4

※道路境界から プラ ンタ ーなど

　 が、 はみ出さ ないよう に注意

○プラ ンタ ーを活用し た菜園利用

→技術編 P.24　 No. 創出 -2-3

○プラ ンタ ーや緑化基盤を活用し た

　 雨水の貯留（ 雨水プラ ンタ ーなど）

→技術編 P.28　 No. 創出 -3-1

○植栽種選定における地域の文化・ 歴史性への配慮

→技術編 P.6　 No. 創出 -1-1

○植栽種選定における在来種の活用

→技術編 P.31　 No. 創出 -3-2

○生態系被害防止に配慮し た植栽種選定

→技術編 P.33　 No. 創出 -3-3
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【 導入事例】

店舗接道部緑化／中央区

壁面や接道部に面する植え込みや植木鉢により 良好な街路景観の形成が図ら れています。

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -1-1「 植栽種選定における地域の文化・ 歴史性への配慮」

・ 技術編 №創出 -3-2「 植栽種選定における在来種の活用」 など



4 − 6

（ 2） 中規模集合住宅・ オフィ スビルにおけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

中規模の集合住宅やオフィ スビ ルなどでは、 屋上緑化・ 壁面緑化の活用で暑さ を 緩和す

る効果が期待でき ます。 また、 バイオフィ リ ッ ク デザイン（ 自然と のつながり を 感じ ら れる

デザイ ン） を 取り 入れるこ と による働く 環境の改善や生産性向上などの効果が近年注目さ

れています。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-8 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒ 計画に当たり 、 P.4-9 ～ 4-10 のグリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤
◎ 区では緑化事業に対する助成制度を設けています。 ⇒ P.4-11

効果： ヒ ート アイ ラ ンド

現象や照り 返し による温

度上昇の抑制

効果： 労働生産性の向上、

スト レ ス軽減効果： 都市の生物生息空間の確保

○樹木による緑陰の形成

→技術編 P.10　 No. 創出 -1-3

○つる植物などによる緑陰形成

→技術編 P.12　 No. 創出 -1-4

○壁面緑化などによる暑熱対策

→技術編 P.16　 No. 創出 -1-6

昆虫類や鳥類などの餌場・ 水場・ 隠

れ場所などの確保など

○生き 物の生育・ 生息の空間の確保

→技術編 P.35　 No. 創出 -3-4

○働く 場での緑や

　 オープンスペースの活用

→技術編 P.74　 No. 利活用 -2-5

○屋外やプラ ンタ ーを 活用し た菜園利用

→技術編 P.24　 No. 創出 -2-3

○環境・ 防災教育などへの緑地の活用

→技術編 P.66　 No. 利活用 -2-1

効果： 環境教育や自然と

のふれあいの場づく り

○複層的な植栽

→技術編 P.48　 No. 創出 -共 -3

○植栽基盤の厚さ ・ 広さ

→技術編 P.44　 No. 創出 -共 -1

○土壌の透水・ 通気性の確保

→技術編 P.46　 No. 創出 -共 -2

効果： 雨水保持による

都市型水害の軽減

効果： 雨水を 植栽空間に

浸透さ せるこ と による水

質改善



4 − 7

１
章

中
央
区
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
枠
組
み

２
章

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
に
当
た
り

注
目
す
べ
き
中
央
区
の
都
市
環
境  

３
章

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
よ
り

目
指
す
ま
ち
の
姿

４
章

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
実
践

５
章

推
進
体
制

【 導入事例】

繊維会館屋上／中央区

オフ ィ スビルの屋上を菜園やビル利用者の憩いの場、 生き 物の生息空間などと し て多面的に活用し

ています。

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -2-3「 屋上やプラ ンタ ーを活用し た菜園利用」

・ 技術編 №創出 -3-4「 生き物の生育・ 生息空間の確保」

・ 技術編 №利活用 -2-5「 働く 場での緑やオープンスぺースの活用」 など



4 − 8

（ 3） グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧表

基本指針 空間
グリ ーンイ ンフ ラ
導入の目的・ 効果

グリ ーンイ ンフ ラ 技術
※各技術の詳細は別冊の技術編を参照

居心地がよく 歩

き たく なる水と

緑にかこ まれた

まち

個人
住宅

自宅の周りに花や
緑を増やしたい

創出 -1-1  
植栽種選定における地域の文化・ 歴史性への配慮
創出 -1-3  樹木による緑陰の形成

創出 -1-4  つる植物などによる緑陰形成

小規模

店舗

水と 緑を活かし て従
業員や利用者が快適

に活動でき る事業所
を作り たい

創出 -1-1  植栽種選定における地域の文化・ 歴史
性への配慮

創出 -1-3  樹木による緑陰の形成
創出 -1-4  つる植物などによる緑陰形成
創出 -1-6  壁面緑化などによる暑熱対策

創出 -1-7  微細ミスト 設備による暑熱対策ビジネ
スビル

花と 緑、 水辺を活か
し た魅力的な店舗づ
く り に取組みたい

水と 緑を 楽し

み、 魅力と に

ぎ わいにあふ

れたまち

個人
住宅

ベラ ンダや屋上で
野菜作り を
やっ てみたい

創出 -2-4  菜園利用

小規模
店舗

水と 緑を活かし て従
業員や利用者が快適
に活動でき る事業所

を作り たい 創出 -2-4  菜園利用
利活用 -2-5 働く 場での緑やオープンスペースの活用

ビジネ
スビル

花と 緑、 水辺を活か
し た魅力的な店舗づ

く り に取組みたい

水と 緑が守り 、

育む環境共生型

のまち

個人
住宅

自宅の周り に花や
緑を増やし たい

創出 -3-4  生き物の生育・ 生息空間の確保

雨水や植物を活用し
て快適な家づく り が

し たい

創出 -1-6  壁面緑化などによる暑熱対策
創出 -3-1  レインガーデンなどの設置

維持管理 -4-1 雨水の再利用
　 　 　 　 　 　  （ トイレ、 防火用水、 修景など）

都市の生き 物を身近
に感じ ら れる空間を
作り たい

創出 -3-2  植栽種選定における在来種の活用
創出 -3-3  生態系被害防止に配慮した植栽種選定

創出 -3-4  生き物の生育・ 生息空間の確保
維持管理 -3-1 外来種対策の実施

維持管理 -3-2 動植物モニタリングの実施
維持管理 -3-3 農薬の使用量低減

小規模
店舗

水と 緑を活かし て従
業員や利用者が快適

に活動でき る事業所
を作り たい

創出 -1-6  壁面緑化などによる暑熱対策
創出 -3-1  レインガーデンなどの設置
創出 -3-2  植栽種選定における在来種の活用

創出 -3-4  生き物の生育・ 生息空間の確保
維持管理 -3-1 外来種対策の実施
維持管理 -3-2 動植物モニタリングの実施

維持管理 -4-1 施設内雑用水への雨水利用
ビジネ
スビル

花と 緑、 水辺を活か
し た魅力的な店舗づ
く り に取組みたい
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（ 4） グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート

住宅やオフィ スビ ルなどでの緑化整備に当たり 、 個別の建物・ 空間及び地域の都市環境

の向上に効果的な 取組を 導入するためのチェ ッ ク シート です。 緑化の計画時にご 活用く だ

さ い。

図 4.1(1) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 個人・ 小規模事業者 】⽤ （ Ver .1 .1（ R4.3）） 

連絡先
連絡先

チェック欄
基本指針1:居⼼地がよく歩きたくなる⽔と緑にかこまれたまち

機能：良好な景観形成
植栽種選定における地域の⽂化・歴史性への配慮
その他（ ）

機能：暑熱対策
樹⽊による緑陰の形成
つる植物などによる緑陰形成
壁⾯緑化などによる暑熱対策
微細ミスト設備による暑熱対策
その他（ ）

基本指針２：⽔と緑を楽しみ、魅⼒とにぎわいにあふれたまち
機能：⼈の集う場・活動の場

菜園利⽤
その他（ ）

基本指針３：⽔と緑が守り、育む環境共⽣型のまち
機能：都市の⽔管理

レインガーデンなどの設置
その他（ ）

機能：都市の⽣物多様性確保
植栽種選定における在来種の活⽤
⽣態系被害防⽌に配慮した植栽種選定
⽣き物の⽣育・⽣息空間の確保
その他（ ）

共通事項
機能：共通事項

植栽基盤の厚さ・広さ
⼟壌の透⽔・通気性確保
複層的な植栽（中⾼⽊層・低⽊層・草本層の確保）
その他（ ）

【維持管理】
チェック欄

基本指針３：⽔と緑が守り、育む環境共⽣型のまち
機能：都市の⽣物多様性確保

外来種対策の実施
動植物モニタリングの実施
農薬の使⽤量低減
その他（ ）

共通事項
機能：共通事項

⼟壌の透⽔・通気性維持
その他（ ）

【利活⽤】
チェック欄

利活⽤
機能：利活⽤

働く場での緑やオープンスペースの活⽤
その他（ ）

⽤   途

グリーンインフラチェックシート【区⺠・⼩規模事業者⽤】

施設の名称
所 在 地

取 組 項 ⽬

取 組 項 ⽬

取 組 項 ⽬

敷 地 ⾯ 積
事 業 者 名
担 当 者 名



4 − 10

図 4.1(2) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 個人・ 小規模事業者⽤ 】（ Ver .1 .1（ R4.3）） 

（別紙）詳細シート

※平⾯図に取組箇所を⽰し、添付してください。

取
組
①

取
組
②

参考にした資料など

基 本 指 針
機  能

取組項⽬名

機  能
取組項⽬名

取 組 概 要

図 ・ 写 真

取 組 概 要

図 ・ 写 真

参考にした資料など

基 本 指 針
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区では、 緑化に要する経費の一部を助成しています。 助成には一定の緑化基準を 満

たす必要があり ます。 緑化を 計画の際にはご相談く ださ い。 …

コ ラム： 緑化助成制度
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（ 5） 緑化計画書

本区では、 緑豊かな都市景観の創出や良好な生活環境の保全、 ヒート アイラ ンド 現象の

緩和を目的と し て、「 中央区花と 緑のまち づく り 推進要綱」 を 定め、 敷地面積 20 0 ㎡以上…

1,0 0 0…㎡未満の建築計画については、 緑化計画書の提出が必要です。 …

緑化の計画に当たっては、 当ガイド ラ イ ン を 参考にグリ ーンイ ンフ ラ の導入を 検討の上、

グリ ーンインフ ラ チェ ッ クシート（ P.4-9 ～ 4-10 参照） をご活用く ださ い。

（ 問い合わせ先）…環境土木部水と みどり の課緑化推進係…03 -3546 -543 4

（ 問い合わせ先）…・ 区道上の花壇（ 花咲く 街角花壇）

　 　 　 　 　 　 　 　 環境土木部水と みどり の課道路緑化施設係…03-3546 -54 37

　 　 　 　 　 　 　 ・ 公園内の花壇

　 　 　 　 　 　 　 　 環境土木部水と みどり の課公園河川係…03 -35 46 -5435

（ 6） 花壇ボランティ アへの参加

区内在住・ 在勤の方を 対象に、 区道上の花壇（ 花咲く 街角花壇） や公園内の花壇を 年間

通じ て管理していただく ボランティ アを募集し ています。 活動に当たって、 区では、 草花や

肥料、 作業に必要な道具類を 提供し 、 ボラ ンティアの方と の協働による花壇管理に取組ん

でいます。 花や緑につつまれた美し いまち・ 清潔なまちの実現に向けて、 ぜひご 参加く だ

さ い。 …
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（ 7） 区立環境情報センタ ーの講座・ イベント への参加

区立環境情報センタ ーでは、 地域が一体と なって環境活動を 実践する 拠点と し て、 様々

な環境に関する講座や講演会、 体験型のワーク ショ ッ プ などを 実施し ています。 区内の公

園での生き 物観察会や屋上緑化の見学会、 家庭で緑を 楽し む方法など、 緑化について学び、

実践する講座・ イベント に参加するこ と ができます。 …

（ 所在地・ 問い合わせ先）…　 区立環境情報センタ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中央区京橋三丁目…1…番…1…号…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東京スクエアガーデン…6…階京橋環境ステーショ ン内

………………………………………………………………………………………………電話…03 -6225 -2433…

………………………………………………………………………………………………ホームページ…http s://eic-chuo.jp /
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　 大規模開発事業者などが行う 取組2

（ 1） ⼤ 規模開発事業におけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

大規模開発事業など で整備さ れる 街区やオープ ンスペース・ 緑化空間では、 都市の環境

改善に資する多様なグリ ーンインフ ラ の導入やにぎわいの場の形成が期待さ れます。 また、

街路樹などの周辺の緑と の連続化を 図るこ と で、 より 効果的に地域の暑熱対策に寄与する

こ と ができます。

【 導入イメ ージ】

⇒　 グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-16 を参照し てく ださ い。

⇒　 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒　 計画に当たり 、 P.4-17 ～ 4-19 グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤
◎　 官 連携・ 分野横断によるグリ ーンイ ンフ ラ 整備に対する支援制度と し て、⺠
　 　「 グリ ーンイ ンフ ラ 活 型都市構築支援事業（ 国土交通省）⽤ 」 が創設さ れています。 ⇒ P.4-20 

効果： ヒ ート アイ ラ ンド 現象や照り 返し に

よる温度上昇の抑制

効果： まちの魅力向上につなが

る景観形成

効果： 雨水保持による都市型水害の軽減

効果： 雨水保持による都

市型水害の軽減

効果： 植栽空間に浸透さ

せるこ と による水質改善

○樹木による緑陰の形成

→技術編 P.10　 No. 創出 -1-3

○樹冠の最大化・ 適正化を 目指す剪定の実施

→技術編 P.50　 No. 維持管理 -1-1

○微細ミ スト 設備による暑熱対策

→技術編 P.18　 No. 創出 -1-7

○つる植物などによる緑陰形成

→技術編 P.12　 No. 創出 -1-4

○植栽種選定における

　 地域の文化・ 歴史性への配慮

→技術編 P.6　 No. 創出 -1-1

○休憩施設（ ベンチ、 テーブル、 こ れら に準ず

　 る構造） の設置

→技術編 P.20　 No. 創出 -2-1

○地域のにぎわいに資するイ ベント などの実施

→技術編 P.68　 No. 利活用 -2-2

○雨水の再利用

→技術編 P.62　 No. 維持管理 -4-1

（ レ イ ンガーデン、 バイ オスウェ ルなどの設置や維持管理）

○レ イ ンガーデンなどの設置

→技術編 P.28　 No. 創出 -3-1

○土壌の透水・ 通気性維持

→技術編 P.64　 No. 維持管理 -共 -2

効果： まちの回遊性やにぎわいに資する居心地

よい空間づく り
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【 導入事例】

福徳の森／中央区

大規模開発事業により 設置さ れた広場空間。 伝統と 四季を活かし た植栽がなさ れると と も に、 イ ベ

ント 利用が可能な広場が設けら れ、 憩いの場、 にぎわいの場が形成さ れています。  

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -1-1「 植栽種選定における地域の文化・ 歴史性への配慮」

・ 技術編 №創出 -1-3「 樹木による緑陰の形成」

・ 技術編 №創出 -2-1「 休憩施設（ ベンチ、 テーブル、 こ れら に準ずる構造） の設置」 など
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（ 2） グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧表

基本指針 空間
グリーンインフラ
導入の目的・ 効果

グリ ーンイ ンフ ラ 技術
※各技術の詳細は別冊の技術編を参照

居心地が

よく 歩 き

た く な る

水と 緑に

かこ ま れ

たまち

大規模
複合施設

水と緑を通じて居

心地よく 回避性
の高いまちづくり
を行いたい

創出 -1-1  植栽種選定にお
ける地域の文化・ 歴史性へ

の配慮
創出 -1-3 樹木による緑陰
の形成

創出 -1-4 つる植物などによ
る緑陰形成
創出 -1-5 雨水浸透・ 保水

に配慮した舗装整備
維持管理-1-2 気温・ W BGT

などのモニタリングの実施

創出 -1-6 壁面緑化などに

よる暑熱対策
創出 -1-7 微細ミスト 設備に

よる暑熱対策
維持管理 -1-1 樹冠の最大
化・ 適正化を目指す剪定の

実施

公園

道路空間

創出 -1-7 微細ミスト 設備に

よる暑熱対策
維持管理 -1-1 樹冠の最大
化・ 適正化を目指す剪定の

実施

水辺空間
創出 -1-2 
水辺を活かした景観形成

水と 緑を

楽 し み、

魅力と に

ぎわい に

あ ふれた

まち

大規模

複合施設

水と 緑を通じ て
地域の魅力と に

ぎわいにあふれ
た空間を作り た
い

創出 -1-3 樹木による緑陰の形成
創出 -1-4 つる植物などによる緑陰形成

創出 -2-1 休憩施設の設置
創出 -2-2 芝生を活用したオープンス
ペースの創出

維持管理 -2-1 地域が参加する維持
管理

利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへ
の緑地の活用
利活用 -2-2  地域のにぎわいに資する

イベントなどの実施
利活用 -2-3 福祉事業への緑の活用
利活用 -2-4 子供の遊び場としての活用

利活用 -2-6  水辺・ 緑地が持つ機能
の PR

創出 -2-2 芝生を
活用したオープン
スペースの創出

利活用 -2-5 働く
場での緑やオープ
ンスペースの活用

公園

創出 -2-2 芝生を

活用したオープン
スペースの創出

道路空間

水辺空間
創出 -2-4 

親水空間の確保

水と 緑が

守り 、育む

環境共生

型のまち

大規模
複合施設

まと まっ た緑を
活かし て環境共
生型のまちづく

り に貢献し たい

創出 -3-1 レインガーデンなどの設置
創出 -3-2 植栽種選定における在来種の活用

創出 -3-3 生態系被害防止に配慮した植栽種選定
創出 -3-4 生き物の生育・ 生息空間の確保
維持管理 -3-1 外来種対策の実施

維持管理 -3-2 動植物モニタリングの実施
維持管理 -3-3 農薬の使用量低減
利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへの緑地の活用

利活用 -2-6 水辺・ 緑地が持つ機能の PR

公園

道路空間

水辺空間

緑が支え

る 防 災・

減災のま

ち

大規模
複合施設

都市の防災・ 減

災につながる水
と 緑の空間形成

に貢献し たい

創出 -1-5  雨水浸透・ 保水に配慮し
た舗装整備

創出 -3-1 レインガーデンなどの設置
創出 -4-1 植栽種選定における防火・
耐火性の配慮

利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへ
の緑地の活用

維持管理 -4-1
雨水の再利用

公園

道路空間

水辺空間
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（ 3） グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート

大規模開発事業における 緑化整備に当たり 、 事業地内の空間及び地域の都市環境の向

上に効果的な取組を導入するためのチェ ッ クシート です。 緑化の計画時にご活用く ださ い。

図 4.2(1) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 大規模開発事業者 ・ 創出】⽤ （ Ver .1 .1（ R4.3））

連絡先
連絡先

チェック欄
基本指針1:居⼼地がよく歩きたくなる⽔と緑にかこまれたまち

機能：良好な景観形成
植栽種選定における地域の⽂化・歴史性への配慮
その他（ ）

機能：暑熱対策
樹⽊による緑陰の形成
つる植物などによる緑陰形成
⾬⽔浸透・保⽔に配慮した舗装整備
壁⾯緑化などによる暑熱対策
微細ミスト設備による暑熱対策
その他（ ）

基本指針２：⽔と緑を楽しみ、魅⼒とにぎわいにあふれたまち
機能：⼈の集う場・活動の場

休憩施設（ベンチ、テーブル、これらに準じる構造）の設置
芝⽣を活⽤したオープンスペースの創出
菜園利⽤
親⽔空間の確保
その他（ ）

基本指針３：⽔と緑が守り、育む環境共⽣型のまち
機能：都市の⽔管理

レインガーデンなどの設置
その他（ ）

機能：都市の⽣物多様性確保
植栽種選定における在来種の活⽤
⽣態系被害防⽌に配慮した植栽種選定
⽣き物の⽣育・⽣息空間の確保
その他（ ）

基本指針４：緑が⽀える防災・減災のまち
機能：防災・減災

植栽種選定における防⽕・耐⽕性の配慮
その他（ ）

共通事項
機能：共通事項

植栽基盤の厚さ・広さ
⼟壌の透⽔・通気性確保
複層的な植栽（中⾼⽊層・低⽊層・草本層の確保）
その他（ ）

⽤   途

グリーンインフラチェックシート【⾏政⽤】【創出】

施設の名称
所 在 地

取 組 項 ⽬

敷 地 ⾯ 積
事 業 者 名
担 当 者 名
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図 4.2(2) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 大規模開発事業者⽤ ・ 維持管理及び利活⽤ 】

（ Ver .1 .1（ R4.3））

連絡先
連絡先

【維持管理】
チェック欄

基本指針1:居⼼地がよく歩きたくなる⽔と緑にかこまれたまち
機能：良好な景観形成

樹冠の最⼤化・適正化を⽬指す剪定の実施
その他（ ）

機能：暑熱対策
気温・WBGT（暑さ指数）などのモニタリングの実施
その他（ ）

基本指針２：⽔と緑を楽しみ、魅⼒とにぎわいにあふれたまち
機能：⼈の集う場・活動の場

地域が参加する維持管理
その他（ ）

基本指針３：⽔と緑が守り、育む環境共⽣型のまち
機能：都市の⽔管理

植栽地への潅⽔利⽤
その他（ ）

機能：都市の⽣物多様性確保
外来種対策の実施
動植物モニタリングの実施
農薬の使⽤量低減
その他（ ）

基本指針４：緑が⽀える防災・減災のまち
機能：防災・減災

⾬⽔の再利⽤
その他（ ）

共通事項
機能：共通事項

⼟壌の透⽔・通気性維持
その他（ ）

【利活⽤】
チェック欄

利活⽤
機能：利活⽤

環境・防災教育などへの緑地の活⽤
地域のにぎわいに資するイベントなどの実施
福祉事業への緑の活⽤
⼦供の遊び場としての活⽤
働く場での緑やオープンスペースの活⽤
⽔辺・緑地が持つ機能のＰＲ
その他（ ）

取 組 項 ⽬

取 組 項 ⽬

敷 地 ⾯ 積
事 業 者 名
担 当 者 名

⽤   途

グリーンインフラチェックシート【⼤規模開発事業者⽤】【維持管理・利活⽤】

施設の名称
所 在 地
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図 4.2(3) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 大規模開発事業者 】⽤ （ Ver .1 .1（ R4.3））

（別紙）詳細シート

※平⾯図に取組箇所を⽰し、添付してください。

取
組
①

取
組
②

参考にした資料など

基 本 指 針
機  能

取組項⽬名

機  能
取組項⽬名

取 組 概 要

図 ・ 写 真

取 組 概 要

図 ・ 写 真

参考にした資料など

基 本 指 針
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（ 4） グリ ーンイ ンフ ラ 活⽤ 型都市構築支援事業

国土交通省では、 官民連携・ 分野横断により 、 積極的・ 戦略的に水や緑を 活かし た都市

空間の形成を 図るグリ ーンインフ ラ の整備を 支援するこ と を目的に「 グリ ーンインフ ラ 活用

型都市構築支援事業」 を創設し 、 整備費用の一部を補助しています。

本制度には、 区または、 区と 民間事業者から なる協議会による「 グリ ーンインフ ラ 活用型

都市構築支援事業計画」 の策定が必要です。 本制度の活用を 検討する 場合には、 区にお

問い合わせく ださ い。

図 4.3 グリ ーンイ ンフ ラ 活⽤ 型都市構築支援事業の枠組み

（ 問い合わせ先）…　 環境土木部水と みどり の課緑化推進係…03 -3546 -5434

出典）国土交通省資料
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（ 5） 公募設置管理制度（ Pa r k -PF I）

Park-PFI は、 都市公園において飲食店、 売店などの公園施設（ 公募対象公園施設） の

設置または管理を行う 民間事業者を、 公募により 選定する制度です。

本区では、 民間事業者のノ ウハウを 活用し た公園施設の整備を きっかけに、 公園の魅⼒

や質の向上、 公園利用者の利便性向上、 地域の活性化を目指し 、「 公園の魅⼒ 向上に向け

た官民連携方針」 を 策定し ます。 方針に基づき、 対象と する公園において、 施設の設置・

管理などを行う 事業者の公募を行います。

事業者の皆様のアイデア・ ノ ウハウを 公園のにぎわいづく り 、 地域の活性化に活用してみ

ませんか。

図 4.4 Pa r k -PFI のイ メ ージ

（ 問い合わせ先）…　 環境土木部水と みどり の課公園河川係…03 -3546 -543 5

出典）国土交通省都市局公園緑地・ 景観課「 都市公園の質の向上に向けたPark-PFI活用ガイ ド ラ イ ン」（ 平成29年8月）
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N PO・ 団体による取組3

（ 1） 公共空間などでの水と 緑の維持管理・ 利活⽤ におけるグリ ーンイ ンフ ラ の実践

公園や水辺、 道路、 公開空地などの公共空間における、 水と 緑の様々な機能に配慮し た

維持管理手法の導入や地域住民を 交えた維持管理活動の実施、 緑化空間を 活用し たイベン

ト の実施など、 管理者と 連携し ながら グリ ーンイ ンフ ラ をより 効果的なも のにする 役割を

担う こ と が N PO・ 団体に期待さ れます。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-24 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。  

効果： コ ミ ュ ニティ の醸成

効果： 環境教育や自然と のふれあいの場づく り

効果： 都市の生物生息空間の確保

効果： まちの魅力向上につながる良好な景観形成
○植栽種選定における地域の文化・ 歴史性への配慮

→技術編 P.6　 No. 創出 -1-1

○植栽種選定における在来種の活用

→技術編 P.31　 No. 創出 -3-2

○生態系被害防止に配慮し た植栽種選定

→技術編 P.33　 No. 創出 -3-3

○働く 場での緑やオープンスペースの活用

→技術編 P.74　 No. 利活用 -2-5

○地域が参加する維持管理

→技術編 P.54　 No. 維持管理 -2-1

○福祉事業への緑の活用

→技術編 P.70　 No. 維持管理 -2-3

○グリ ーンイ ンフ ラ の効果の検証

　（ 動植物のモニタ リ ング、 気温、 W BGT などのモニタ リ ング）

→技術編 P.52　 No. 維持管理 -1-2

→技術編 P.58　 No. 維持管理 -3-2

○地域の協力によるエディ ブルガーデンの設置（ 菜園利用）

→技術編 P.24　 No. 創出 -2-3

○環境・ 防災教育などへの緑地の活用

→技術編 P.66　 No. 利活用 -2-1

効果： 労働生産性の向上、 スト レ ス軽減
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【 実践事例】

NPO 法人 はな街道／中央区

NPO 法人はな街道を 中心に、 地元町会や周辺企業、 国が協力し て中央通り の花壇づく り や水やり 、

歩道清掃などを 実施し ているほか、 地元小学校を 招いた花植えやク リ ーンウォ ーク などのイ ベント

を定期的に実施し ています。

＜取組内容＞

・ 技術編 №維持管理 -2-1「 地域が参加する維持管理」

・ 技術編 №利活用 -2-2「 地域のにぎわいに資するイ ベント などの実施」

・ 技術編 №利活用 -2-5「 働く 場での緑やオープンスぺ―スの活用」
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（ 2） グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧表

基本指針 空間
グリーンインフラ
導入の目的・ 効果

グリ ーンイ ンフ ラ 技術
※各技術の詳細は別冊の技術編を参照

居心地が

よく 歩 き

た く な る

水と 緑に

かこ ま れ

たまち

大規模
複合施設

水と緑を通じて居

心地よく 回避性
の高いまちづくり
を行いたい

維持管理 -1-2 気温・ W BGTなどのモニタリングの実施

公園

道路空間

水辺空間

公共施設

水と 緑を

楽 し み、

魅力と に

ぎわい に

あ ふれた

まち

大規模
複合施設

水と 緑を通じ て

地域の魅力と に
ぎわいにあふれ
た空間を作り た

い

維持管理 -2-1 地域が参加する維持管理

利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへの緑地の活用
利活用 -2-2 地域のにぎわいに資するイベントなどの実施
利活用 -2-3 福祉事業への緑の活用

利活用 -2-4 子供の遊び場としての活用
利活用 -2-6 水辺・ 緑地が持つ機能の PR

公園

道路空間

水辺空間

公共施設

水と 緑が

守り 、育む

環境共生

型のまち

大規模
複合施設

まと まっ た緑を
活かし て環境共
生型のまちづく

り に貢献し たい

創出 -3-4 生き物の生育・ 生息空間の確保

維持管理 -3-1 外来種対策の実施
維持管理 -3-2 動植物モニタリングの実施
維持管理 -3-3 農薬の使用量低減

利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへの緑地の活用
利活用 -2-6 水辺・ 緑地が持つ機能の PR

公園

道路空間

水辺空間

公共施設

緑が支え

る 防 災・

減災のま

ち

大規模

複合施設

都市の防災・ 減
災につながる水

と 緑の空間形成
に貢献し たい

維持管理 -2-1 地域が参加する維持管理

利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへの緑地の活用

公園

道路空間

公共施設
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（ 3） 花壇ボランティ アへの参加【 再掲】

区内在住・ 在勤の方を 対象に、 区道上の花壇（ 花咲く 街角花壇） や公園内の花壇を 年間

通じ て管理していただく ボランティ アを募集し ています。 活動に当たって、 区では、 草花や

肥料、 作業に必要な道具類を 提供し 、 ボランティ アの方と の協働による花壇維持管理に取

組んでいます。 花や緑につつまれた美し いまち・ 清潔なまちの実現に向けて、 ぜひご 参加

く ださ い。

（ 4） 公園自主管理制度への参加

公園や児童遊園での清掃など、 日常的な維持管理作業を 地域の方に自主的に行っていた

だき、 その活動に対して区が助成や支援を行います。

地域の方々が愛着を持って自主的に管理を行う こ と で、 公園が地域コ ミ ュ ニティ の場と し

て活用さ れ、 安全で安⼼ な暮らし やすいまちづく り へと つながるこ と を目指しています。

（ 問い合わせ先）…・ 区道上の花壇（ 花咲く 街角花壇）

　 　 　 　 　 　 　 　 環境土木部水と みどり の課道路緑化施設係…03-3546 -54 37

　 　 　 　 　 　 　 ・ 公園内の花壇

　 　 　 　 　 　 　 　 環境土木部水と みどり の課公園河川係…03 -35 46 -54 35

（ 問い合わせ先）…　 環境土木部水と みどり の課公園河川係…03 -3546 -543 5
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（ 5） 環境登録団体への登録

中央区内で活動している環境活動団体は、環境活動登録団体の認定を 受けるこ と により 、

区立環境情報センタ ーの研修室や交流室、 展⽰ スペースを 使用するこ と ができ ます。 また、

環境情報センタ ーが開催する展⽰ 会や発表会に参加するこ と で、 多く の方に活動を 紹介す

るこ と ができます。

（ 所在地・ 問い合わせ先）…　 区立環境情報センタ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中央区京橋三丁目…1…番…1…号…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東京スクエアガーデン…6…階京橋環境ステーショ ン内

………………………………………………………………………………………………電話…03 -6225 -2433…

………………………………………………………………………………………………ホームページ…http s://eic-chuo.jp /
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区が行う 取組4

（ 1） 公園などにおけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

まと まった面積の緑が確保できる貴重な空間と し て、 地域の特性に応じ た公園機能を 備

えながら 、 水と 緑の多様な機能の活用が期待さ れます。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-36 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒ 計画にあたり 、 P.4-37 ～ 4-39 グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤

効果： まちの魅力向上につなが
る良好な景観形成

効果： まちの回遊性やにぎわい
に資する居心地よい空間づく り

効果： まちの回遊性や
にぎわいに資する
居心地よい空間づく り

効果： ヒ ート アイ ラ ンド 現象や
照り 返し による温度上昇の抑制

○休憩施設（ ベンチ、テーブル、こ れら に準ずる構造）の設置

→技術編 P.20　 No. 創出 -2-1

○芝生を活用し たオープンスペースの創出

→技術編 P.22　 No. 創出 -2-2

○地域のにぎわいに資するイ ベント などの実施

→技術編 P.68　 No. 利活用 -2-2

○樹木による緑陰の形成

→技術編 P.10　 No. 創出 -1-3

○樹冠の最大化・ 適正化を 目指す剪定の実施

→技術編 P.50　 No. 維持管理 -1-1

○水辺を 活かし た景観形成

→技術編 P.8　 No. 創出 -1-2

○親水空間の確保

→技術編 P.26　 No. 創出 -2-4
効果： 都市の生物生息空間の確保

○生き 物の生育・ 生息空間の確保

→技術編 P.35　 No. 創出 -3-4

効果： 災害時の延焼防止や
避難・ 支援拠点の確保

○植栽種選定における

　 防火・ 耐火性の配慮

→技術編 P.42　 No. 創出 -4-1

効果： 植栽空間に浸透さ せるこ と
による水質改善

効果： 雨水保持による都市型水害
の軽減

○レインガーデンなどの設置

→技術編 P.28　 No. 創出 -3-1
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【 導入事例】

坂本町公園／中央区

東京における最初の市街地小公園と し て、 歴史性に配慮し ながら 、 広々と し た芝生や小川、 野草の

庭などにより 、 自然の中で思い切り 遊べる、 地域の憩いの場と し て整備し まし た。

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -1-1「 植栽種選定における地域の文化・ 歴史性への配慮」

・ 技術編 №創出 -2-2「 芝生を活用し たオープンスペースの創出」

・ 技術編 №創出 -2-4「 親水空間の確保」

・ 技術編 №創出 -3-4「 生き物の生育・ 生息空間の確保」
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（ 2） 道路・ 街路樹・ 緑地などにおけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

街路の植栽により 、 水と 緑のネット ワーク を 形成し 、 都市空間の暑熱対策、 良好な景観

形成、 雨水浸透・ 貯留など多面的な機能を 発揮すると と も に、 広幅員道路や街角広場にお

いては、 にぎわいの場と しての活用も 期待さ れます。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-36 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒ 計画に当たり 、 P.4-37 ～ 4-39 グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤

効果： まちの回遊性やにぎわいに資する

居心地よい空間づく り

効果： ヒ ート アイ ラ ンド 現象や
照り 返し による温度上昇の抑制

○休憩施設（ ベンチ、テーブル、こ れら に準

　 ずる構造）の設置

→技術編 P.20　 No. 創出 -2-1

○樹木による緑陰の形成

→技術編 P.10　 No. 創出 -1-3

○樹冠の最大化・ 適正化を 目指す剪定の実施

→技術編 P.50　 No. 維持管理 -1-1

○微細ミ スト 設備による暑熱対策

→技術編 P.18　 No. 創出 -1-7

○つる植物などによる緑陰形成

→技術編 P.12　 No. 創出 -1-4

効果： まちの魅力
向上につながる良
好な景観形成

○植栽種選定における

　 地域の文化・ 歴史性への配慮

→技術編 P.6　 No. 創出 -1-1

効果： 植栽空間に浸透さ せる

こ と による水質改善

効果： 雨水保持による

都市型水害の軽減

○レインガーデンなどの設置

→技術編 P.28　 No. 創出 -3-1

○雨水浸透・ 保水に配慮し た舗装

→技術編 P.14　 No. 創出 -1-5
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【 導入事例】

三原橋街角広場／中央区

街角広場の整備時にパーゴラ 、 ベンチの休憩施設と ミ スト 発生装置を組み合わせて設置し 、 街路に

おける暑熱緩和と 快適な歩行空間の確保を図っ ています。

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -1-7「 微細ミ スト 設備による暑熱対策」

・ 技術編 №創出 -2-1「 休憩施設の設置」

・ 技術編 №創出 -3-2「 植栽種選定における在来種の活用」
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（ 3） 河川・ 運河・ 水辺空間におけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

本区の特徴である河川や運河沿いの水辺空間は、 地域の憩いの場やにぎわいの場、 水

辺の生き 物の生息場所と しての機能の発揮が期待さ れます。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-36 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒ 計画に当たり 、 P.4-37 ～ 4-39 グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤

効果： まちの回遊性やにぎわいに資する

居心地よい空間づく り居心地よい空間づく り

効果： ヒ ート アイ ラ ンド 現象や
照り 返し による温度上昇の抑制

○休憩施設（ ベンチ、テーブル、こ れら に準ずる

　 構造）の設置

→技術編 P.20　 No. 創出 -2-1

○地域のにぎわいに資するイ ベント などの実施

→技術編 P.68　 No. 利活用 -2-2

○壁面緑化などによる暑熱対策

→技術編 P.16　 No. 創出 -1-6

効果： 都市の生物生息空間の確保

○生き 物の生育・ 生息空間の確保

→技術編 P.35　 No. 創出 -3-4

効果： 地域の防災・ 減災意識の醸成

○環境・ 防災教育などへの緑地の活用

→技術編 P.66　 No. 利活用 -2-1
効果： まちの回遊性や

にぎわいに資する

居心地よい空間づく り

効果： まちの魅力向上に

つながる良好な景観形成

○水辺を 活かし た景観形成

→技術編 P.8　 No. 創出 -1-2

○親水空間の確保

→技術編 P.26　 No. 創出 -2-4
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【 導入事例】

亀島川テラ ス／中央区

水際に水生植物が植栽さ れ良好な景観が確保さ れています。

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -1-2「 水辺を活かし た景観形成」

・ 技術編 №創出 -1-6「 壁面緑化などによる暑熱対策」

・ 技術編 №創出 -3-4「 生き物の生育・ 生息空間の確保」
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（ 4） 公共施設（ 庁舎、 学校、 保育園、 福祉施設など） におけるグリ ーンイ ンフ ラ の導入

各種公共施設では、 施設の目的に応じ て、 環境教育の場や健康増進・ 介護予防などにつ

ながる緑の充実が期待さ れます。

【 導入イメ ージ】

⇒ グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧は、 P.4-36 を参照し てく ださ い。

⇒ 各技術の詳細については、 別冊の技術編を参照し てく ださ い。

⇒ 計画に当たり 、 P.4-37 ～ 4-39 グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート をご活 く ださ い。⽤

効果： コ ミ ュ ニティ の醸成、

子育て支援

効果： ヒ ート アイ ラ ンド 現象や
照り 返し による温度上昇の抑制

○地域のにぎわいに資する

　 イ ベント などの実施

→技術編 P.68　 No. 利活用 -2-2

○子ども の遊び場と し ての活用

→技術編 P.72　 No. 利活用 -2-4

○福祉事業への緑の活用

→技術編 P.70　 No. 利活用 -2-3

○樹木による緑陰の形成

→技術編 P.10　 No. 創出 -1-3

○微細ミ スト 設備による暑熱対策

→技術編 P.18　 No. 創出 -1-7

○つる植物などによる緑陰形成

→技術編 P.12　 No. 創出 -1-4

効果： ヒ ート アイ ラ ンド 現象や
照り 返し による温度上昇の抑制

○壁面緑化などによる暑熱対策

→技術編 P.16　 No. 創出 -1-6

効果： 労働生産性の向上、

スト レス軽減

○働く 場での緑やオープンスペー

　 スの活用（ バイ オフ ィ リ ッ ク デ

　 ザイ ンの導入など）

→技術編 P.74　 No. 利活用 -2-5

効果： 植栽空間に浸透さ

せるこ と による水質改善

効果： 都市の生物生息

空間の確保

効果： 雨水保持による

都市型水害の軽減

効果： まちの魅力向上に

つながる良好な景観形成

○レ イ ンガーデンなどの設置

→技術編 P.28　 No. 創出 -3-1

○植栽種選定における

　 地域の文化・ 歴史性への配慮

→技術編 P.6　 No. 創出 -1-1

○植栽種選定における在来種の活用

→技術編 P.31　 No. 創出 -3-2

○生態系被害防止に配慮し た植栽種選定

→技術編 P.33　 No. 創出 -1-1
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【 導入事例】

久松小学校屋上緑化ビオト ープ／中央区

雨水を 利用し たビオト ープが児童の環境学習の場や様々な生き 物が飛来するまちなかの緑と し ての

役割を担っ ています。 また、 屋上緑化により 暑熱緩和が図ら れています。

＜取組内容＞

・ 技術編 №創出 -2-4「 親水空間の確保」

・ 技術編 №創出 -3-2「 植栽種選定における在来種の活用」

・ 技術編 №創出 -3-4「 生き物の生育・ 生息空間の確保」

・ 技術編 №維持管理 -4-1「 雨水の再利用」
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（ 5） グリ ーンイ ンフ ラ 技術の一覧表

基本指針 空間
グリーンインフラ
導入の目的・ 効果

グリ ーンイ ンフ ラ 技術
※各技術の詳細は別冊の技術編を参照

居心地が

よく 歩 き

た く な る

水と 緑に

かこ ま れ

たまち

公園

水と 緑の機能を
活用し、 暑熱緩

和や景観形成を
図る

創出 -1-1 植栽種選定にお
ける地域の文化・ 歴史性
への配慮

創出 -1-3  樹木による緑陰
の形成
創出-1-4 つる植物などによ

る緑陰形成
創出 -1-5 雨水浸透・ 保水

に配慮した舗装整備
維持管理 -1-2 
気温・ W BGTなどのモニタリ

ングの実施

創出 -1-7 微細ミスト 設備に
よる暑熱対策
維持管理 -1-1  

樹冠の最大化・ 適正化を目
指す剪定の実施道路空間

水辺空間
創出 -1-2 水辺を活かした

景観形成

公共施設
創出 -1-6 壁面緑化などに
よる暑熱対策

水と 緑を

楽 し み、

魅力と に

ぎわい に

あ ふれた

まち

公園

水と 緑の機能を
活用し、 にぎわ
いある空間形成

を図る

創出 -1-3  樹木による緑陰
の形成
創出-1-4 つる植物などによ

る緑陰形成
創出 -2-1 休憩施設の設置
利活用 -2-1 環境・ 防災教

育などへの活用
利活用 -2-2 地域のにぎわ

いに資するイベント などの実
施
利活用 -2-3 福祉事業への

の活用
利活用 -2-4 子供の遊び場
としての活用

利活用 -2-6 水辺・ 緑地が
持つ機能の PR

創出 -2-2 芝生を活用した
オープンスペースの創出
維持管理 -2-1

地域が参加する維持管理

道路空間
維持管理 -2-1
地域が参加する維持管理

水辺空間 創出 -2-4 親水空間の確保

公共施設

水と 緑が

守り 、育む

環境共生

型のまち

公園

水と 緑の機能を
活用し、 生物多

様性保全や水質
改善などに資す

る空間づくりを図
る

創出 -3-1 レインガーデンなどの設置
創出 -3-2 植栽種選定における在来種の活用
創出 -3-3 生態系被害防止に配慮した植栽種選定

創出 -3-4 生き物の生育・ 生息空間の確保
維持管理 -3-1 外来種対策の実施
維持管理 -3-2 動植物モニタリングの実施

維持管理 -3-3 農薬の使用量低減
利活用 -2-1 環境・ 防災教育などへの緑地の活用

利活用 -2-6 水辺・ 緑地が持つ機能の PR

道路空間

水辺空間

公共施設

緑が支え

る 防 災・

減災のま

ち

公園

水と 緑の機能を
活用し、 災害の

軽減、 雨水の浸
透・ 貯留などに
資する空間づくり

を図る

創出 -1-5 雨水浸透・ 保水

に配慮した舗装整備
創出 -3-1 レインガーデンな
どの設置

創出 -4-1 植栽種選定にお
ける防火・ 耐火性の配慮
維持管理 -2-1 

地域が参加する維持管理
利活用 -2-1 環境・ 防災教

育などへの緑地の活用

道路空間

公共施設
維持管理 -4-1

雨水の再利用
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（ 6） グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ クシート

公園・ 道路などのイ ンフ ラ 及び公共施設の整備・ 維持管理に当たり 、 個別の施設・ 空間

及び都市環境の向上に効果的な取組を導入するためのチェ ッ クシート です。

図 4.5(1) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 行政 ・ 創出】⽤ （ Ver .1 .1（ R4.3））

連絡先
連絡先

チェック欄
基本指針1:居⼼地がよく歩きたくなる⽔と緑にかこまれたまち

機能：良好な景観形成
植栽種選定における地域の⽂化・歴史性への配慮
その他（ ）

機能：暑熱対策
樹⽊による緑陰の形成
つる植物などによる緑陰形成
⾬⽔浸透・保⽔に配慮した舗装整備
壁⾯緑化などによる暑熱対策
微細ミスト設備による暑熱対策
その他（ ）

基本指針２：⽔と緑を楽しみ、魅⼒とにぎわいにあふれたまち
機能：⼈の集う場・活動の場

休憩施設（ベンチ、テーブル、これらに準じる構造）の設置
芝⽣を活⽤したオープンスペースの創出
菜園利⽤
親⽔空間の確保
その他（ ）

基本指針３：⽔と緑が守り、育む環境共⽣型のまち
機能：都市の⽔管理

レインガーデンなどの設置
その他（ ）

機能：都市の⽣物多様性確保
植栽種選定における在来種の活⽤
⽣態系被害防⽌に配慮した植栽種選定
⽣き物の⽣育・⽣息空間の確保
その他（ ）

基本指針４：緑が⽀える防災・減災のまち
機能：防災・減災

植栽種選定における防⽕・耐⽕性の配慮
その他（ ）

共通事項
機能：共通事項

植栽基盤の厚さ・広さ
⼟壌の透⽔・通気性確保
複層的な植栽（中⾼⽊層・低⽊層・草本層の確保）
その他（ ）

⽤   途

グリーンインフラチェックシート【⾏政⽤】【創出】

施設の名称
所 在 地

取 組 項 ⽬

敷 地 ⾯ 積
事 業 者 名
担 当 者 名
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図 4.5(2) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 行政⽤ ・ 維持管理及び利活⽤ 】（ Ver .1 .1（ R4.3））

連絡先
連絡先

【維持管理】
チェック欄

基本指針1:居⼼地がよく歩きたくなる⽔と緑にかこまれたまち
機能：良好な景観形成

樹冠の最⼤化・適正化を⽬指す剪定の実施
その他（ ）

機能：暑熱対策
気温・WBGT（暑さ指数）などのモニタリングの実施
その他（ ）

基本指針２：⽔と緑を楽しみ、魅⼒とにぎわいにあふれたまち
機能：⼈の集う場・活動の場

地域が参加する維持管理
その他（ ）

基本指針３：⽔と緑が守り、育む環境共⽣型のまち
機能：都市の⽔管理

植栽地への潅⽔利⽤
その他（ ）

機能：都市の⽣物多様性確保
外来種対策の実施
動植物モニタリングの実施
農薬の使⽤量低減
その他（ ）

基本指針４：緑が⽀える防災・減災のまち
機能：防災・減災

⾬⽔の再利⽤
その他（ ）

共通事項
機能：共通事項

⼟壌の透⽔・通気性維持
その他（ ）

【利活⽤】
チェック欄

利活⽤
機能：利活⽤

環境・防災教育などへの緑地の活⽤
地域のにぎわいに資するイベントなどの実施
福祉事業への緑の活⽤
⼦供の遊び場としての活⽤
働く場での緑やオープンスペースの活⽤
⽔辺・緑地が持つ機能のＰＲ
その他（ ）

⽤   途

グリーンインフラチェックシート【⾏政⽤】【維持管理・利活⽤】

施設の名称
所 在 地

取 組 項 ⽬

取 組 項 ⽬

敷 地 ⾯ 積
事 業 者 名
担 当 者 名
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図 4.5(3) グリ ーンイ ンフ ラ チェ ッ ク シート 【 行政 ・ 詳細】⽤ （ Ver .1 .1（ R4.3））

（別紙）詳細シート

※平⾯図に取組箇所を⽰し、添付してください。

取
組
①

取
組
②

参考にした資料など

基 本 指 針
機  能

取組項⽬名

機  能
取組項⽬名

取 組 概 要

図 ・ 写 真

取 組 概 要

図 ・ 写 真

参考にした資料など

基 本 指 針
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＜官民連携による面的なグリ ーンイ ンフ ラ の導入事例： ⽇ 本橋室町周辺＞

日本橋室町周辺の大規模開発事業においては、 地域の歴史や文化を ベースと し て四

季を感じ るこ と ができる植栽空間を創出し た「 福徳の森」 や、街路空間と 連続し た緑地・

オープ ンスペース（ コ レド 室町テラ ス） が整備さ れまし た。 こ れら の空間は地域のエリ

アマネジメ ント 団体により 、 にぎわいの場と して利活用さ れています。 また開発事業と

一体的に街路空間の整備も 行われ、 官民連携により 面的にグリ ーンインフ ラが導入さ れ

た事例と なっています。

表 4.1 日本橋室町周辺において導入さ れたグリ ーンイ ンフ ラ

基本指針 1： 居心地が良く 歩き たく なる水

と 緑にかこ まれたまち

植栽種選定における地域の歴史・ 文化性への配慮

樹木による緑陰の形成

壁面緑化などによる暑熱対策

基本指針 2： 水と 緑を楽し み、 魅力と にぎ

わいにあふれたまち

休憩施設の設置

地域のにぎわいに資するイ ベント などの実施

働く 場での緑やオープンスペースの活用

基本指針 3： 水と 緑が守り 、 育む環境共生

型のまち
植栽種選定における在来種の活用

基本指針 4： 緑が支える防災・ 減災のまち
環境・ 防災教育などへの活用

（ 帰宅困難者の一時滞在施設と し ての活用）

（ 7） 官民連携による面的なグリ ーンイ ンフ ラ 導入の推進

大規模開発事業などにおいて、 道路や公園、 水辺などの公共空間が一体的に整備さ れる

機会を 捉え地域レ ベルの面的なグリ ーンイ ンフ ラ の導入を 推進し ます。 官民連携により 実

施する事業についてグリ ーンインフ ラ 活用型都市構築支援事業（ 国土交通省、 P.4-20 参照）

の活用を検討し ます。
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図 4.6 日本橋室町周辺の整備状況

日銀通りのフラワーバスケット

江戸桜通り

コレド 室町テラス

開発事業により広場と街路が

連続的に整備されている

福徳の森

四季を感じる豊富な樹木植栽により都心の森を

形成するとともに、 希少な屋外空間として

イベント や憩いの場となっている

開発事業と一体的に街路環境を

整備した日銀通り
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（ 8） グリ ーンイ ンフ ラ の推進に向けた緑化関連制度の⾒ 直し

区民や民間事業者による、 グリ ーンイ ンフ ラ の推進を 図るため、 各種緑化関連制度にお

いて、 ハード ・ ソ フト 両面の取組について周知・ 支援する内容を 組み込むなど、 見直し を検

討し ます。

表 4.2 緑化関連制度の見直し 検討内容

制度名称 制度概要 見直し 検討内容

緑化計画書

（ 中央区花と 緑のま ち

づく り 推進要綱）

住宅、 事業所など における 緑化を

推進する ために、 建築計画時に事

業者に対し て緑化計画書の提出を

要請する制度。

事業者に対し て、 グリ ーン イ ン フ

ラ の導入及び グ リ ー ン イ ン フ ラ

チェ ッ ク シート の提出を要請する。

緑化助成

（ 中央区花と 緑のま ち

づく り 推進要綱）

住宅、 事業所など において、 基準

を 満たす緑化事業を 対象に整備費

用の一部を助成する制度。

グリ ーン イ ン フ ラ の導入と 認めら

れる 取組を 新たに助成の対象に加

えるこ と を検討する。

市民緑地認定制度

NPO 法人や企業などの民間主体が

空き 地など を 活用し て公園と 同等

の空間を 創出する 取組を 促進する

制度。

グリ ーン イ ン フ ラ の導入を 認定要

件と するこ と を検討する。

緑化表彰制度

公共空間での緑化活動に長年貢献

し たボラ ン テ ィ ア団体や個人を 対

象と し た表彰制度。

こ れまでの公共空間での維持管理

に関する 表彰に加え、 民間の土地

（ 個人宅や再開発事業によるオープ

ン スペースなど ） においてグリ ー

ン イ ン フ ラ の考え 方を 導入し た

ハード 整備・ 維持管理・ 活用の実

践を 対象と する 部門を 新たに創設

する。

公園の魅力向上に向け

た官民連携方針（ 仮称）

公園の魅力向上と 効率的な維持管

理体制の構築に向け、 指定管理や

公募設置管理制度（ Park-PFI）など、

民間事業者と の連携について、 基

本的な方向性をまと めた方針。

※令和 3 年度策定予定

公募設置管理制度（ Park-PFI） に

基づき 民間事業者が整備する 施設

において、 グリ ーン イ ン フ ラ の導

入を要件と するこ と を検討する。
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ガイド ラ インの運用・ 更新1

当ガイド ラ インによる施策の取組状況・ 成果は、 区民・ 学識経験者などで構成する「 中央

区緑化推進委員会」 において、 評価・ 検証し 、 運用の改善を 図り ます。 また、 社会状況の

変化や緑化技術などの進展に応じ て、 柔軟にガイド ラ インの更新・ 見直し を行います。

図 5.1 グリ ーンイ ンフ ラ ガイ ド ラ イ ンの計画的な更新体制

更新・ 見直し

改善

施策の実施・ 運用

中央区緑化推進委員会

・ 成果の評価・ 検証

・ 緑化技術に関する助言など

中央区グリーンインフラガイドライン
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グリ ーンイ ンフ ラ 官民連携プラット フォ ームの活用2

国土交通省が創設し た「 グリ ーンインフ ラ 官民連携プラット フォ ーム」 に参画し 、 技術動

向や、 多様な主体が連携し た取組事例について情報収集を図り ます。

プラット フォ ームの概要

本プラット フォ ームは、 多様な主体の積極的な参画及び官民連携により 、 社会資本整備

や土地利用などのハード ･ソ フト 両面において、 自然環境が有する多様な機能を活用し たグ

リ ーンインフ ラ を推進し 、 接続可能で魅⼒ ある国土･ 都市 ･ 地域づく り につなげるこ と を目

的に、 令和 2 年 3 月 19 日に設立し まし た。

国、 地方公共団体、 民間企業、 大学 ･ 研究機関など、 多様な主体に参画頂いています。

グリ ーンインフ ラ の普及、 調査 ･ 研究、 資金調達について議論する場と して、 企画 ･ 広報

部会、 技術部会、 金融部会を 設置しています。

図 5.2 グリ ーンイ ンフ ラ 官 連携プラ ッ ト フ ォ ームと は⺠

出典）グリ ーンイ ンフ ラ 官民連携プラ ッ ト フ ォ ームＨ Ｐ  https://g i-platform.com/
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